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★ 人の動き ★　4月1日現在（前月比）

 男：17,436人 女：18,763人　　 

 計：36,199人（‒19人）

 世帯数：12,796戸（+25戸）
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市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎  ☎（69）3001 ／ 當麻庁舎 ☎（48）2811

市

議

会

だ

よ

り

　

第
1
回
定
例
会
が
3
月
6
日
か
ら
3
月
24
日

ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
平
成
21
年
度
一
般
会
計
予

算
案
な
ど
多
数
の
重
要
案
件
が
審
議
さ
れ
、
24

日
に
は
、
5
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
会
期
外
に
も
、
特
別
委
員
会
等
が
開

催
さ
れ
、
所
管
事
項
に
つ
い
て
審
議
が
さ
れ
ま

し
た
。

 

議
会
審
議
日
程

  

2
月
16
日　

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

  　
　

18
日　

葛
城
市
新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

運
営
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

  　
　

20
日　

議
会
改
革
特
別
委
員
会

  　
　

24
日　

葛
城
市
新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

運
営
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

  　
　

27
日　

議
会
運
営
委
員
会

  

3
月
3
日　

ま
ち
づ
く
り
事
業
特
別
委
員
会

  　
　

6
日　

本
会
議

  　
　

9
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

  　
　

10
日　

民
生
水
道
常
任
委
員
会

  　
　

11
日　

都
市
産
業
常
任
委
員
会

  　
　

12
日　

予
算
特
別
委
員
会

  　
　

13
日　

予
算
特
別
委
員
会

  　
　

16
日　

予
算
特
別
委
員
会

  　
　

17
日　

予
算
特
別
委
員
会

  　
　

23
日　

本
会
議

  　
　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

  　
　

24
日　

本
会
議

議
案
の
主
な
内
容
と
審
議
結
果

【
人　

事　

案　

件
】

■
葛
城
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

全
会
一
致
に
よ
り
同
意 

　
　

大
西　

正
親　

氏
（
橿
原
市
）

■
葛
城
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

　

選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

全
会
一
致
に
よ
り
同
意 

　
　

井
森　

保
久　

氏
（
南
藤
井
）

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意
見

　

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

全
会
一
致
に
よ
り
適
任 

　
　

辻
本
八
栄
子　

氏
（
尺　

土
）

　
　

木
下　

忠
則　

氏
（
當　

麻
）

【
報　

告　

案　

件
】

■
葛
城
市
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
の
報
告

　

に
つ
い
て
（
報
告
の
み
）

　

平
成
21
年
度
予
算
の
報
告
を
行
う
も
の
で
す
。

【
専　

決　

処　

分
】

■
葛
城
市
実
費
弁
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

こ
と
に
つ
い
て

　

全
会
一
致
に
よ
り
承
認 

　

職
員
及
び
議
会
議
員
以
外
の
者
に
対
し
実
費

弁
償
を
行
う
場
合
に
、
日
当
分
を
支
給
で
き
る

よ
う
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
20
年
度
葛
城
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
4
号
）
に
つ
い
て

　

全
会
一
致
に
よ
り
承
認 

　

定
額
給
付
金
及
び
子
育
て
応
援
特
別
手
当

の
給
付
に
か
か
る
事
務
執
行
経
費
と
し
て

2
2
9
6
万
3
千
円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

【
条　

例　

関　

係
】

■
葛
城
市
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特
例
基

　

金
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決 

　

平
成
21
年
度
の
介
護
報
酬
の
改
定
に
よ
る
保

険
料
の
上
昇
分
を
抑
制
し
、
被
保
険
者
の
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
介
護
従
事
者
処
遇
改
善

臨
時
特
例
基
金
を
設
置
す
る
に
あ
た
り
、
本
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

■
葛
城
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す

　

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

■
葛
城
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

■
葛
城
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決

　

平
成
20
年
人
事
院
勧
告
及
び
一
般
職
職
員
の

給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
改
正
で
、
1
週

間
当
た
り
の
勤
務
時
間
を
40
時
間
か
ら
38
時
間

45
分
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
前
記
3
条

例
の
各
条
文
中
に
お
け
る
1
週
間
あ
た
り
の
勤

務
時
間
を
定
め
た
規
定
を
改
正
す
る
ほ
か
、
こ

れ
を
基
礎
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
各
種
勤
務

時
間
に
係
る
規
定
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
葛
城
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に

　

つ
い
て

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決 

　

市
町
村
合
併
に
よ
る
法
人
市
民
税
の
特
例
に

よ
る
5
年
間
の
不
均
一
課
税
が
平
成
21
年
9
月

30
日
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
に
伴
う
条
例
改

正
で
、
平
成
21
年
10
月
1
日
か
ら
の
法
人
市
民

税
法
人
税
割
の
税
率
並
び
に
中
小
法
人
等
に
対

す
る
軽
減
措
置
に
係
る
規
定
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

■
葛
城
市
乳
幼
児
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決 

　

子
育
て
支
援
の
拡
充
と
し
て
、
乳
幼
児
の
医

療
費
助
成
の
対
象
者
を
、
現
在
の
小
学
校
入
学

前
ま
で
か
ら
、
入
院
・
歯
科
診
療
に
限
り
、
小

学
校
就
学
児
童
ま
で
拡
大
す
る
改
正
で
す
。

■
葛
城
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

こ
と
に
つ
い
て

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決 

　

介
護
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

平
成
21
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で
の
第
4
期
介
護

保
険
事
業
計
画
期
間
に
お
け
る
介
護
保
険
料
の

改
定
を
行
う
も
の
で
、
基
準
額
の
改
正
は
行
わ

ず
、
保
険
料
の
段
階
に
つ
い
て
、
現
在
の
6
段

階
か
ら
8
段
階
へ
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

■
葛
城
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ

　

と
に
つ
い
て

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決 

　

公
営
住
宅
に
お
け
る
暴
力
団
に
よ
る
事
件
や

ト
ラ
ブ
ル
の
多
発
に
伴
い
、
公
営
住
宅
か
ら
の

暴
力
団
排
除
に
関
し
て
社
会
的
要
請
が
高
ま
っ

て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
本
市
に
お
い
て
も
市
営

住
宅
入
居
者
等
の
生
活
の
安
全
と
平
穏
の
確
保

の
た
め
、
暴
力
団
に
対
す
る
市
営
住
宅
の
入
居

制
限
を
本
条
例
に
盛
り
込
む
改
正
で
す
。
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【
予　

算　

関　

係
】

■
平
成
20
年
度
葛
城
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
5
号
）
の
議
決
に
つ
い
て

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決 

　

不
用
額
等
の
減
額
と
公
債
費
対
策
と
し
て
の

繰
上
償
還
、
ま
た
、
定
額
給
付
金
事
業
及
び
子

育
て
応
援
特
別
手
当
事
業
の
そ
れ
ぞ
れ
の
事
務

執
行
経
費
分
を
除
い
た
給
付
金
・
支
給
金
に
係

る
部
分
の
追
加
、
そ
し
て
国
・
県
支
出
金
等
の

額
の
確
定
に
よ
り
、
1
億
6
3
5
4
万
4
千

円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
20
年
度
葛
城
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会

　

計
補
正
予
算
（
第
3
号
）
の
議
決
に
つ
い
て

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決 

　

一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費
・
療
養
費
の
増

額
及
び
退
職
被
保
険
者
等
療
養
給
付
費
・
療
養

費
の
減
額
に
よ
り
、
2
4
7
4
万
2
千
円
を
減

額
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
20
年
度
葛
城
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補

　

正
予
算
（
第
2
号
）
の
議
決
に
つ
い
て

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決 

　

保
険
事
業
勘
定
で
、
歳
出
で
は
介
護
給

付
費
の
減
額
、
歳
入
で
は
そ
れ
に
伴
う
介

護
給
付
費
負
担
金
の
国
庫
、
県
支
出
金
、

支
払
基
金
交
付
金
な
ど
の
減
額
に
よ
り
、

1
億
4
7
9
3
万
4
千
円
を
減
額
す
る
も
の

で
す
。

■
平
成
20
年
度
葛
城
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

補
正
予
算
（
第
2
号
）
の
議
決
に
つ
い
て

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決 

　

年
度
末
に
お
け
る
予
算
の
執
行
状
況
を
把

握
し
た
中
で
の
不
用
額
の
減
額
等
に
よ
り
、

1
億
7
8
0
7
万
8
千
円
を
減
額
す
る
も
の

で
す
。

■
平
成
20
年
度
葛
城
市
学
校
給
食
特
別
会
計
補

　

正
予
算
（
第
2
号
）
の
議
決
に
つ
い
て

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決 

　

年
度
末
に
お
け
る
予
算
の
執
行
状
況
を

把
握
し
た
中
で
の
不
用
額
の
減
額
に
よ
り
、

3
9
6
万
9
千
円
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
20
年
度
葛
城
市
霊
苑
事
業
特
別
会
計
補

　

正
予
算
（
第
1
号
）
の
議
決
に
つ
い
て

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決 

　

霊
苑
整
備
基
金
利
子
収
入
の
確
定
に
よ
り
、

37
万
6
千
円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
20
年
度
葛
城
市
・
広
陵
町
介
護
認
定
審

　

査
会
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）
の
議

　

決
に
つ
い
て

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決 

　

歳
入
で
、
要
介
護
認
定
シ
ス
テ
ム
の
改
修
の

た
め
の
国
庫
補
助
金
36
万
円
を
追
加
し
、
歳
出

で
、
そ
れ
に
伴
う
負
担
金
及
び
繰
入
金
が
減
額

す
る
も
の
で
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
の
増
減
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■
平
成
20
年
度
葛
城
市
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）
の
議
決
に

　

つ
い
て

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決 

　

保
険
料
軽
減
対
策
に
係
る
シ
ス
テ
ム
変
更
委

託
料
及
び
広
域
連
合
へ
の
保
険
基
盤
安
定
負
担

金
の
納
付
分
で
、
1
0
7
2
万
6
千
円
を
追
加

す
る
も
の
で
す
。

■■
平
成
平
成
2020
年
度
葛
城
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予

年
度
葛
城
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予

　

算
（
第

　

算
（
第
22
号
）
の
議
決
に
つ
い
て

号
）
の
議
決
に
つ
い
て

　　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決

全
会
一
致
に
よ
り
可
決  

　

資
本
的
収
入
及
び
支
出
に
お
い
て
、
下
水
道

　

資
本
的
収
入
及
び
支
出
に
お
い
て
、
下
水
道

工
事
に
伴
う
負
担
金
の
減
額
や
浄
水
設
備
並
び

工
事
に
伴
う
負
担
金
の
減
額
や
浄
水
設
備
並
び

に
配
水
管
の
布
設
工
事
等
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

に
配
水
管
の
布
設
工
事
等
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

6
9
4

6
9
4
万万
88
千
円
と

千
円
と
4
7
0
0

4
7
0
0
万
円
を
減
額

万
円
を
減
額

す
る
も
の
で
す
。

す
る
も
の
で
す
。

■■
平
成
平
成
2121
年
度
葛
城
市
各
会
計
予
算
の
議
決
に

年
度
葛
城
市
各
会
計
予
算
の
議
決
に

　

つ
い
て

　

つ
い
て

　　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決

全
会
一
致
に
よ
り
可
決  

　

・
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算

　

・
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算

　

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

　

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

　

・
学
校
給
食
特
別
会
計
予
算

　

・
学
校
給
食
特
別
会
計
予
算

　

・
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
特
別
会
計
予
算

　

・
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
特
別
会
計
予
算

　

・
霊
苑
事
業
特
別
会
計
予
算

　

・
霊
苑
事
業
特
別
会
計
予
算

　

・
葛
城
市
・
広
陵
町
介
護
認
定
審
査
会
特
別

　

・
葛
城
市
・
広
陵
町
介
護
認
定
審
査
会
特
別

　
　

会
計
予
算

　
　

会
計
予
算

　　

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決  

　

・
一
般
会
計
予
算

　

・
一
般
会
計
予
算

　

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

　

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

　

・
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

　

・
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

　

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
予
算

　

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
予
算

　

・
水
道
事
業
会
計
予
算

　

・
水
道
事
業
会
計
予
算

※
こ
の
平
成

※
こ
の
平
成
2121
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、

年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、

広
報
広
報
44
月
号
に
詳
し
く
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

月
号
に
詳
し
く
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

【
そ　

の　

他
】

【
そ　

の　

他
】

■■
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

　　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決

全
会
一
致
に
よ
り
可
決  

　

平
成

　

平
成
2121
年
度
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
エ

年
度
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
回
収
施
設
整
備
事
業
に
対
し
、
議
会

ネ
ル
ギ
ー
回
収
施
設
整
備
事
業
に
対
し
、
議
会

と
し
て
も
慎
重
に
調
査
・
審
議
を
行
う
た
め
「
エ

と
し
て
も
慎
重
に
調
査
・
審
議
を
行
う
た
め
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
回
収
施
設
整
備
事
業
特
別
委
員
会
」

ネ
ル
ギ
ー
回
収
施
設
整
備
事
業
特
別
委
員
会
」

を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
施
設
整
備
事
業
特
別
委
員
会

エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
施
設
整
備
事
業
特
別
委
員
会

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

　

委
員
長　
　
　
　

下
村　

正
樹

　

委
員
長　
　
　
　

下
村　

正
樹

　

副
委
員
長　
　
　

藤
井
本　

浩

　

副
委
員
長　
　
　

藤
井
本　

浩

　

委　

員　
　
　
　

西
井　

覚

　

委　

員　
　
　
　

西
井　

覚

　
　

〃　
　
　
　
　

川
西　

茂
一

　
　

〃　
　
　
　
　

川
西　

茂
一

　
　

〃　
　
　
　
　

寺
田　

惣
一

　
　

〃　
　
　
　
　

寺
田　

惣
一

　
　

〃　
　
　
　
　

西
川　

弥
三
郎

　
　

〃　
　
　
　
　

西
川　

弥
三
郎

　
　

〃　
　
　
　
　

南　
　

要

　
　

〃　
　
　
　
　

南　
　

要

　
　

〃　
　
　
　
　

亀
井　

一
二
三

　
　

〃　
　
　
　
　

亀
井　

一
二
三

　
　

〃　
　
　
　
　

高
井　

悦
子

　
　

〃　
　
　
　
　

高
井　

悦
子

【
決　
　

議
】

【
決　
　

議
】

■■
葛
城
市
新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
運
営
に
関

葛
城
市
新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
運
営
に
関

　

す
る
調
査
特
別
委
員
会
の
平
成

　

す
る
調
査
特
別
委
員
会
の
平
成
2121
年
度
調
査

年
度
調
査

　

経
費
に
関
す
る
決
議
に
つ
い
て

　

経
費
に
関
す
る
決
議
に
つ
い
て

　　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決

全
会
一
致
に
よ
り
可
決  

　

本
調
査
特
別
委
員
会
の
平
成

　

本
調
査
特
別
委
員
会
の
平
成
2121
年
度
調
査
経

年
度
調
査
経

費
を
費
を
1
5
0

1
5
0
万
円
以
内
と
す
る
決
議
を
行
う

万
円
以
内
と
す
る
決
議
を
行
う

も
の
で
す

も
の
で
す

※
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
ホ
ー
ム

※
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
の
「
葛
城
市
議
会
」
会
議
録
で
ご
覧

ペ
ー
ジ
内
の
「
葛
城
市
議
会
」
会
議
録
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。（
な
お
、
本
定
例
会
の
会
議

い
た
だ
け
ま
す
。（
な
お
、
本
定
例
会
の
会
議

録
は
、

録
は
、
66
月
頃
に
掲
載
の
予
定
で
す
。）

月
頃
に
掲
載
の
予
定
で
す
。）

※
本
会
議
及
び
委
員
会
（
一
部
除
く
）
は
傍
聴

※
本
会
議
及
び
委
員
会
（
一
部
除
く
）
は
傍
聴

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
市
民
か
ら
選
ば
れ
た

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
市
民
か
ら
選
ば
れ
た

市
議
会
議
員
の
議
会
活
動
や
市
政
の
方
針
を
知

市
議
会
議
員
の
議
会
活
動
や
市
政
の
方
針
を
知

る
良
い
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

る
良
い
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
い
。

　

会
議
予
定
な
ど
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

　

会
議
予
定
な
ど
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
議
会
事
務

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
議
会
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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まちの
わだい

桜満開
　3月 23 日、奈良地方気象台は奈良市内のサクラ（ソメ
イヨシノ）が開花したと発表しました。昭和 28 年の観測
開始以来、2番目の早さでの開花となり例年より早く花見
を楽しむことができました。
　當麻第 1保育所では、給食が始まる前に開花したこと
を受けて「お花見会」を開催、お弁当を食べながら満開
の桜を楽しまれました。園児たちは「ピンク色のおはな」
と喜んでいました。
　また、西辻区では恒例の桜祭りが盛大に開催され、カ
ラオケや抽選会などの催しを楽しむひとで会場は賑わっ
ていました。辻仲区
長は、「春休みと重
なり多くの人に参加
していただき感謝し
ています。来年も早
く開花してほしいで
す。」と話されていま
した。

ミス葛城キャンペーンガール
　「ミス葛城キャンペーンガール」（主催：葛城
市商工会）の最終審査会が 3月 29 日、市あかね
ホールで開かれました。同会では、書類選考を
通過した 15 人が出場し、それぞれステージで葛
城市への思いをアピールされていました。その
結果、ミス葛城キャンペーンガールに中川智恵
さん（北花内）、準ミス葛城キャンペーンガール

に岡本千栄さん（JA
ならけん忍海支店勤
務）が選ばれ、中川
さんは、「本当にう
れしいです。大好き
な葛城市の魅力を全
国に PR していきた
い。」、岡本さんは、「2
年間、精一杯頑張り
ます。」と笑顔で抱負
を語られました。

ご入学おめでとうございます
　4月は入学式の季節。市内でも満開の桜が咲き誇る中、各幼稚園、小中学校、保育
所（園）で入学式が行われました。真新しい制服に身を包んだ新入生たちは様々な思
いで校門をくぐりました。これからの新しい生活で、友だちを大切にして、心も体も健康でたくましい、活力
に満ちた学校生活を過ごせるよう頑張ってください。

白鳳中学校武道場落成式
　3月 27 日、葛城市立白鳳中学校武道場の落成式が、関係者約 70 名の
ご臨席のなか挙行されました。
　正面玄関においてテープカットが行われ、その後 1階剣道場で市長・
市議会議長からのご祝辞があり、教育委員長、白鳳中学校長および生徒
会代表より謝辞が述べられました。

　式典終了後、2 階柔道場で同
校の先生と生徒による模範演技
が、1 階剣道場では同校卒業生
の中井・三田村両氏による剣道
の演武が披露されました。
　今後、日々の授業や部活動を
はじめ試合会場としても大いに
活用されることを願っています。

新
庄
幼
稚
園
の
よ
う
す

磐
城
幼
稚
園
の
よ
う
す

ミス葛城の中川さん（左）と
準ミス葛城の岡本さん（右）
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こ
の
た
び
、
本
市
の
行
政
相
談
委
員
と
し
て
、

中
村
雅
博
さ
ん
が
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、

国
や
地
方
の
行
政
機
関
の
事
業
等
に
つ
い
て
の

苦
情
や
相
談
を
受
け
付
け
、
相
談
者
へ
の
助
言

や
関
係
行
政
機
関
に
対
す
る
通
知
な
ど
を
行
う

こ
と
を
業
務
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
定
例
の
「
人
権
・
行
政
・
心
配

ご
と
相
談
」
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。（
開
設
日

は
各
月
広
報
情
報
ペ
ー
ジ
の
「
今
月
の
無
料
相

談
」
欄
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。）

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
本
年
3
月
ま
で
2
年
間
行
政
相
談
委

員
と
し
て
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
、
橋
本
昭

次
さ
ん
に
は
今
ま
で
の
ご
苦
労
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
も
市
政
発
展
の
た

め
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

4
月
か
ら

行
政
相
談
委
員
に

中な
か
む
ら
ま
さ
ひ
ろ

村
雅
博
さ
ん

　国民健康保険では、人間ドックを受診される方に対して助成を行います。
　是非、この機会にご活用ください。

申 込 先  市　民　課
受付期間  平成 21 年 5月 1日～平成 22 年 2月 26 日（閉庁日を除く。）
  ・午前 9時～正午 ・午後 1時～ 3時 30 分

資　　格  次の3点を全て満たしている方が資格のある方です。
  ◎申請日において満 35 歳以上の方
  ◎申請日において、引き続き 1年以上本市の被保険者である方
  ◎申請日において、前年度分までの国民健康保険税を完納している世帯に属する方

持参するもの
    国民健康保険被保険者証・印鑑・特定健康診査受診券および問診票（対象者のみ）
受診期間  平成 21 年 5月～平成 22 年 3月末
検査機関  次のどちらかで受診していただきます。
 ※葛城メディカルで胃カメラを受診される場合

　は、別途費用がかかります。
 ※胃カメラ時における生検費用については、別途

　費用がかかります。
 ※女性の方で、婦人科検診を受診される場合は、
 　別途費用がかかります。
 ※申し込み時に予約をお取りしますが、希望日に添えないこともありますので、受診希望日を複数考え 
 　た上で申し込みをしてください。
 ※特定健康診査の受診対象者で人間ドックを受診される場合は、受診時に必ず特定健康診査の受診券お
 　よび問診票を提出してください。
 ※人間ドックを受診された場合は、特定健康診査を受診することはできません。

　　 主な検査項目
  ○内科診察 ○身体測定 ○生活食事調査  ○便検査 ○尿検査
  ○末梢血検査 ○血液生化学 ○免疫血清  ○腹部超音波 ○胸部Ｘ線
  ○胃透視または胃カメラ ○肺機能  ○視力検査 ○眼底・眼圧
  ○聴力検査 ○安静心電図 ○総合指導

奈良県
健康づくり財団

田原本町
　宮古404-7

個人負担額
11,220 円

葛城
メディカルセンター

大和高田市
　西町 1-45

個人負担額
11,025 円

国民健康保険から人間ドックのご案内国民健康保険から人間ドックのご案内
検査費の7割を助成します !

◎詳しくは、市民課まで
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国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
と

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
と

保
険
料
納
付
を
お
忘
れ
な
く

保
険
料
納
付
を
お
忘
れ
な
く
！！

　

日
本
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
全
て
の
人
は
、
公
的
年

金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

60
歳
未
満
で
厚
生
年
金
や
共
済

組
合
を
や
め
た
方
は
、
14
日
以
内

に
住
所
地
の
市
町
村
役
場
の
国
民

年
金
担
当
窓
口
で
、
国
民
年
金
に

加
入
の
手
続
き
を
し
て
、
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
あ
な
た
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
配
偶
者
が
い
れ
ば
、
国
民
年

金
の
種
別
変
更
の
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

  

保
険
料
の
納
付
は
？

保
険
料
の
納
付
は
？

　

加
入
手
続
き
後
、
社
会
保
険
庁

か
ら
送
付
さ
れ
る
国
民
年
金
保
険

料
納
付
案
内
書
に
よ
り
、
毎
月
の

保
険
料
を
翌
月
末
ま
で
に
ご
自
分

で
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
納
め
る
場
所
】

　

全
国
の
金
融
機
関
・
郵
便
局
の
窓

口
の
ほ
か
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
（
申
し
込
み

が
必
要
）、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
パ

ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
）
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
（
申
し
込
み
が
必
要
）

を
利
用
す
る
方
法
で
納
め
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

※
保
険
料
納
付
は
、
口
座
振
替
を

　

ご
利
用
さ
れ
る
と
割
引
が
あ

　

り
、た
い
へ
ん
便
利
で
お
得
で
す
。

保
険
料
納
付
が
困
難
な
場
合
は
？

保
険
料
納
付
が
困
難
な
場
合
は
？

○
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済

　

的
に
困
難
な
場
合
に
は
、
申
請

　
（
所
得
審
査
が
あ
り
ま
す
）
に

　

よ
っ
て
保
険
料
納
付
が
免
除
さ

　

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。（
保

　

険
料
免
除
制
度
）

※
退
職
（
失
業
）
に
よ
る
特
例
免

　

除
制
度
も
あ
り
ま
す
。

〜　

会
社
な
ど
を
退
職
さ
れ
た
方
へ　

〜

○
30
歳
未
満
の
方
に
は
「
若
年
者

　

納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

○
学
生
の
方
に
は
、「
学
生
納
付

　

特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

※
申
請
は
住
所
地
の
市
町
村
役
場

　

の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
行
え

　

ま
す
。

【
ご
注
意
】

　

保
険
料
を
未
加
入
・
未
納
の
ま

ま
放
置
す
る
と
、
障
害
を
負
っ
た
時

の
障
害
年
金
や
死
亡
時
の
遺
族
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た

り
、
老
後
の
老
齢
年
金
に
つ
い
て
も

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

忘
れ
ず
に
加
入
の
届
出
お
よ
び

申
請
を
し
ま
し
ょ
う
！

◎
詳
し
く
は
、
市
民
課
ま
た
は

　

大
和
高
田
社
会
保
険
事
務
所

☎
（
22
）
3
5
3
1
ま
で

吉野川分水の通水
　本年度も吉野川分水の通水が行われます。試験
通水は 5月 11 日から 15 日までと 5月 18 日から
20 日まで、本通水は 6月 1日から 9月 20 日まで
です。つきましては、通水期間中の事故防止など
を図るため、次のようなことについてご協力をお
願いします。
◆吉野川分水幹線水路へ立ち入らないこと。
◆水路構造物、特に樋門、土砂ゲート、余水吐ゲー
トなどに手を触れないこと。
◆水路内へ汚物、木片、石、塵芥、草などを投げ
込まないこと。
◆地域内の河川は、急激な流量の増減があると思
われるので、十分注意すること。
▽分水止水予定表
（土用干し期間）〔6日間〕7/21 ～ 26
（平日止水日）  〔水・木曜日　計14日間〕6/24・
25、7/1・2・8・9・15・16、8/5・6・12・13・
19・20 ◎詳しくは、農林課まで

 歴史博物館ガイド 歴史博物館ガイド
【公開講座】【公開講座】
『葛城学へのいざない』（第2回）『葛城学へのいざない』（第2回）
　「石光寺の発掘調査について」　「石光寺の発掘調査について」
　　　　日　時日　時 ‥‥5月9日（土）午後2時～5月9日（土）午後2時～
　　　　講　師講　師 ‥‥神庭　滋（当館学芸員）神庭　滋（当館学芸員）
　　　　会　場会　場 ‥‥歴史博物館 2階「あかねホール」歴史博物館 2階「あかねホール」
　　　　定　員定　員 ‥‥100 名程度100 名程度
　　　　申　込申　込 ‥‥電話または、直接窓口にて受付電話または、直接窓口にて受付
【展示会：予告】【展示会：予告】
春季企画展春季企画展
『石光寺 ―ありし塔をもとめて―』『石光寺 ―ありし塔をもとめて―』
　葛城市染野にある石光寺旧境内地での発掘調査　葛城市染野にある石光寺旧境内地での発掘調査
で出土した考古資料等を展示し、その調査成果をで出土した考古資料等を展示し、その調査成果を
紹介いたします。紹介いたします。
　　　　会　期会　期 ‥‥5 月 2 日（日）～ 6月 21 日（日）5月 2日（日）～ 6月 21 日（日）
　　　　入館料入館料 ‥‥通常の入館料が必要です。通常の入館料が必要です。

◎◎詳しくは、詳しくは、歴史博物館歴史博物館  ☎（64）1414 まで☎（64）1414 まで
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長期優良住宅（200年住宅）に係る
固定資産の特例措置の創設

　「長期優良住宅の普及の促進に関する法律の施行の日平
成 21 年 6 月 4 日から平成 22 年 3 月 31 日までの間に新
築された住宅について、新築から 5年度分（中高層耐火
建築物にあたっては 7年度分）に限り当該住宅に係る税
額（1戸あたり 120 平方メートル相当分までに限る。）の
2分の 1を減額する特例を受けることが出来ます。これ
らの特例措置は、現行の新築住宅特例に代わるものです。
〈 要　件 〉
・長期優良住宅の普及の促進に関する法律に規定する認
定基準（耐火性、可変性、維持管理の容易性等）に基づ
き、行政庁の認定を受けて新築された住宅であること。
〈 認定の手続き 〉
・新築した年の翌年の 1月 31 日までに、申告書に長期
優良住宅の認定を受けて建てられたことを証明する書類
を添付して税務課へ申告してください。

（税務課）

　

軽
自
動
車
税
は
5
月
（
全
期
）

の
み
で
す
。
納
付
期
限
は
6
月
1

日
（
月
）
で
す
。

　

口
座
振
替
納
税
を
ご
利
用
の
方

は
右
記
納
付
期
限
日
に
指
定
の
口

座
か
ら
振
替
し
ま
す
。

安
全
で
便
利
な
口
座
振
替
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
に
な
る

と
、
納
付
の
た
め
に
金
融
機
関
な

ど
へ
お
出
か
け
い
た
だ
く
必
要
が

な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
う
っ
か

り
納
期
限
を
忘
れ
て
し
ま
う
と
い

う
心
配
も
な
く
な
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
手
続
き
は
、
市
指
定

の
金
融
機
関
及
び
郵
便
局
で
で
き
ま

す
。
申
し
込
み
日
は
、
納
期
限
の
1

カ
月
前
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
収
納
課
ま

た
は
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

　

軽
自
動
車
の
所
有
（
使
用
）
者
・

運
転
者
の
障
害
の
程
度
や
使
用
目

的
に
つ
い
て
、
一
定
の
要
件
を
満

た
せ
ば
、
申
請
に
よ
り
軽
自
動
車

税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

申
請
期
限
：
5
月
25
日
（

月
）

ま
で

申
請
場
所
：
税
務
課

（
新
庄
庁
舎
・
當
麻
庁
舎
）

用
意
す
る
物
：
身
体
障
害
者
手

　

帳
・
療
育
手
帳
、
自
動
車
検
査

　

証
、
運
転
免
許
証
、
印
鑑
、
平

　

成
21
年
度
軽
自
動
車
税
納
税
通

　

知
書

※
前
年
に
減
免
を
受
け
て
い
て

5
月
は
平
成
21
年
度
軽
自
動
車
税
の
納
付
月
で
す
！

納
税
通
知
書
は
5
月
11
日
頃
に
送
付
し
ま
す
。

（
納
税
通
知
書
が
5
月
17
日
頃
を
過
ぎ
て
も
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合
は
、
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）

　

一
定
の
基
準
を
満
た
す
住
宅
耐

震
改
修
工
事
を
施
し
た
場
合
、
申

告
に
よ
り
固
定
資
産
税
が
減
額
さ

れ
ま
す
。

1
．
要
件

　

昭
和
57
年
1
月
1
日
以
前
か
ら

所
在
す
る
家
屋
で
、
改
修
後
の
家

屋
の
種
類
（
用
途
）
が
住
宅
（
共

同
住
宅･

併
用
住
宅･

区
分
所
有

の
住
宅
を
含
む
）
で
あ
り
、
平
成

18
年
1
月
1
日
か
ら
平
成
27
年
12

月
31
日
ま
で
の
間
に
建
築
基
準
法

に
基
づ
く
現
行
の
耐
震
基
準
に
適

合
さ
せ
る
よ
う
に
耐
震
改
修
を
施

し
、
耐
震
改
修
に
要
し
た
費
用
の

額
が
30
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
。

2
．
減
額
適
応
期
間

　

耐
震
改
修
工
事
が
完
了
し
た
翌

年
か
ら
、
次
の
表
に
示
す
期
間
で

適
用
さ
れ
ま
す
。 

耐
震
改
修
工
事
が
完
了
し
た
時
期

／
減
額
期
間

●
平
成
18
年
1
月
1
日
〜

　

平
成
21
年
12
月
31
日
ま
で

／
3
年
間

●
平
成
22
年
1
月
1
日
〜

　

平
成
24
年
12
月
31
日
ま
で

／
2
年
間

●
平
成
25
年
1
月
1
日
〜

　

平
成
27
年
12
月
31
日
ま
で

／
1
年
間

3
．
減
額
対
象
範
囲

　

減
額
の
対
象
と
な
る
の
は
、
1

戸
当
た
り
1
2
0
㎡
の
床
面
積

相
当
分
ま
で
で
、
当
該
床
面
積
分

の
家
屋
の
固
定
資
産
税
が
2
分
の

1
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

4
．
適
用
の
た
め
に
必
要
な
手
続
き

　

減
額
を
受
け
よ
う
と
す
る
納
税

義
務
者
は
、
耐
震
改
修
工
事
完
了

後
3
カ
月
以
内
に
次
の
必
要
書
類

を
添
付
し
て
、
税
務
課
へ
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

5
．
必
要
書
類 

○
耐
震
基
準
適
合
住
宅
に
対
す
る

　

固
定
資
産
税
減
額
申
告
書 

○
耐
震
基
準
に
適
合
し
た
工
事
で

　

あ
る
、
地
方
公
共
団
体
、
建
築

　

士
、
指
定
確
認
検
査
機
関
、
登

　

録
住
宅
性
能
評
価
機
関
が
発
行

　

し
た
証
明
書 

○
耐
震
改
修
に
要
し
た
費
用
を
証

　

す
る
書
類

（
税
務
課
）

住
宅
耐
震
改
修
に
伴
う

固
定
資
産
税
の
減
額
に
つ
い
て

　

も
、
平
成
21
年
度
も
申
請
を
さ

　

れ
ま
せ
ん
と
減
免
は
受
け
ら
れ

　

ま
せ
ん
。

※
自
動
車
税
と
軽
自
動
車
税
の
両

　

方
で
減
免
を
受
け
る
こ
と
は
で

　

き
ま
せ
ん
。

※
申
請
期
限
後
に
減
免
申
請
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
期
限
内
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
税
務
課
・
収
納
課
）
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私
た
ち
は
、
こ
の
街
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
で
す

私
た
ち
は
、
こ
の
街
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
で
す

（
敬
称
略
）

氏　

名  

担
当
地
域

板
橋　

重
子 
新
庄
（
住
吉
・
本
町
・
東
町
）

藤
井　

久
美
子 
新
庄
（
桑
之
町
・
戎
町
）

田
中　

寛
子 

新
庄
（
宮
前
・
屋
敷
町
）・
大
屋

辻
本　

淳
子 

葛
木
・
南
藤
井

山
本　

孝
子 

寺
口

杉
村　

惠
子 

中
戸

仲
田　

德
美 

辨
之
庄

𠮷
村　

慶 

疋
田
（
本
郷
）
北 

土
庫　

裕
子 

疋
田
（
本
郷
）
南

岩
村　

浩
子 

疋
田
（
東
和
苑
）
北

鵜
山　

保
治 

疋
田
（
東
和
苑
）
南

城
下　

彦
彌 

疋
田
（
フ
ル
ー
ル
）

小
柴　

佐
知
子 

北
道
穂
・
南
道
穂
（
北
）

柗
本　

美
知
子 

南
道
穂

萩　
　

恭
子 

西
室
・
東
室

𠮷
岡　

義
幸 

柿
本

川
村　

貴
久
子 

笛
堂

和
田　

小
夜
子 

北
花
内
（
本
郷
1
地
区
）

中
島　

章
祐 

北
花
内
（
本
郷
2
地
区
）

藏
堀　

滋
子 

北
花
内
（
三
才
地
区
）

堀
内　

普
子 

北
花
内
（
近
鉄
地
区
）

𠮷
川　

正
利 

北
花
内
（
Ｊ
Ｒ
・
出
花
内
地
区
）

生
嶌　

妙
子 

忍
海
北

森
川　

啓
二 

忍
海
南

安
川　

美
鈴 

薑
・
新
村

花
内　

貴
美
子 

新
町
・
南
新
町

堀
内　

久
子 

南
花
内
・
花
内
台

巽　
　

滋
保 

西
辻
・
脇
田

幸
田　

純
永 

林
堂
・
山
田

松
田　

卓
己 

平
岡
・
山
口
・
梅
室
・
笛
吹

氏　

名  

担
当
地
域

松
村　

佐
世
子 

南
今
市

長
谷
川　

眞
利
子 

太
田

伏
見　

柳
作 

兵
家

綾
織　

加
容
子 

兵
家

池
田　

博
子 

竹
内

仲
田　

正
德 

竹
内

松
本　

憲
子 

長
尾

足
高　

和
子 

長
尾

大
村　

隆
彦 

長
尾

野
志　

と
よ
子 

木
戸

増
田　

文
康 

尺
土

筒
井　

壽
子 

尺
土

原　
　

晴
美 

尺
土

梅
田　

敬
子 
八
川

鍋
谷　

洋 
八
川

藤
本　

尚
子 
八
川

多
根　

京
子 

大
畑

山
本　

弘
一 

當
麻

奥
田　

善
啓 

當
麻

正
田　

壽
子 

當
麻

石
田　

千
世
子 

勝
根

山
下　

千
津
子 

今
在
家

下
村　

友
子 

染
野

山
本　

信
代 

新
在
家

澤　
　

裕
嬉
子 

加
守

岡
本　

聖
子 

加
守

杉
本　

勝
也 

主
任
児
童
委
員
（
新
庄
地
区
）

神
谷　

哲
雄 

主
任
児
童
委
員
（
新
庄
地
区
）

山
本　

栄
子 

主
任
児
童
委
員
（
當
麻
地
区
）

杦
岡　

厚
子 

主
任
児
童
委
員
（
當
麻
地
区
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
困
っ
た
と
き
の
相
談
相
手
で
す
。

　

最
近
は
、
高
齢
化
が
進
み
、
地
域
の
中
で

孤
立
し
た
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
核

家
族
化
が
進
み
、
子
育
て
の
悩
み
、
児
童
虐

待
な
ど
の
問
題
を
抱
え
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
し
て

い
る
家
庭
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
心
身
に
障
害
が
あ
り
、
自
分
の
力

だ
け
で
は
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
困
難

な
方
も
い
ま
す
。

　

私
た
ち
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
こ
の

よ
う
な
方
々
の
生
活
上
の
悩
み
の
相
談
に

応
じ
、
地
域
と
と
も
に
自
立
し
た
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
支
援
を
行

う
地
域
福
祉
の
推
進
者
で
す
。

　

福
祉
の
制
度
が
利
用
し
た
い
け
れ
ど
も

誰
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
場
合
、

お
気
軽
に
皆
さ
ん
の
地
域
の
担
当
の
民
生

委
員
・
児
童
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
も

ち
ろ
ん
、
皆
さ
ん
の
相
談
内
容
や
調
査
の
上

で
知
り
得
た
秘
密
は
、
そ
の
事
務
以
外
に
一

切
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
義
務
を
負
っ
て

い
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
福
祉
の

推
進
役
と
し
て
住
民
一
人
ひ
と
り
の
思
い

や
状
況
を
受
け
止
め
、
常
に
住
民
の
立
場
に

立
っ
て
地
域
の
生
活
者
で
あ
る
視
点
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
身
近
な
相
談
支
援
者
と
し

て
の
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
〜

※
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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●
児
童
手
当
制
度
の
目
的

　

児
童
手
当
制
度
は
、
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
に
手
当
を
支
給
す

る
こ
と
に
よ
り
家
庭
に
お
け
る
生

活
の
安
定
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
次
代
の
社
会
を
に
な
う
児
童

の
健
全
な
育
成
お
よ
び
資
質
の
向

上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
ま
す
。

●
児
童
手
当
制
度
の
し
く
み

1 

支
給
対
象

　

児
童
手
当
は
、
12
歳
到
達
後
の

最
初
の
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ

る
児
童
（
小
学
校
修
了
前
の
児
童
）

を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
前
年
（
1
月
か

ら
5
月
ま
で
の
月
分
の
手
当
に
つ

い
て
は
前
々
年
）
の
所
得
が
一
定

額
以
上
の
場
合
に
は
、
児
童
手
当

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

2 

支
給
手
続
き

　

児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育
す

る
家
計
の
主
た
る
生
計
維
持
者
が

申
請
し
、
住
所
地
の
市
区
町
村
長

◎
詳
し
く
は
、
児
童
福
祉
課
ま
で

（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
）
の
認

定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
申
請

し
た
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

3 

支
給
月
額

 
○
3
歳
未
満

 

一
律
1
0
、
０
０
０
円

 

○
3
歳
以
上

　
　
　

第
１
子
・
第
２
子

 

　
　

5
、
０
０
０
円

　
　
　

第
3
子
以
降

 

　
　

1
0
、
０
０
０
円

4 

支
払
時
期

　

児
童
手
当
は
、
原
則
と
し
て
、

毎
年
2
月
、
6
月
、
10
月
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

5 

所
得
制
限
限
度
額

　

所
得
制
限
限
度
額
は
、
前
年

（
1
月
か
ら
5
月
ま
で
の
月
分
に

つ
い
て
は
前
々
年
）
の
所
得
額
で

判
定
し
ま
す
。
ま
た
、
所
得
に
は

一
定
の
控
除
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

所
得
制
限
限
度
額
は
年
に
よ
っ
て

変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

児
童
手
当
制
度
の
概
要

児
童
手
当
制
度
の
概
要

扶養親族等の数 自営業者
（国民年金加入者）

サラリーマン
（厚生年金等加入者）

0人 460.0 532.0
1人 498.0 570.0
2人 536.0 608.0
3人 574.0 646.0
4人 612.0 684.0
5人 650.0 722.0

　

 

所
得
税
法
に
規
定
す
る
老
人

　

控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
老
人

　

扶
養
親
族
が
あ
る
者
に
つ
い
て

　

の
限
度
額
（
所
得
額
ベ
ー
ス
）

　

は
右
記
の
額
に
当
該
老
人
控
除

　

対
象
配
偶
者
ま
た
は
老
人
扶
養

　

親
族
1
人
に
つ
き
6
万
円
を
加

　

算
し
た
額
。

　

 

扶
養
親
族
等
の
数
が
6
人
以

　

上
の
場
合
の
限
度
額
（
所
得
額

　

ベ
ー
ス
）
は
、
1
人
に
つ
き

　

38
万
円
（
扶
養
親
族
等
が
老
人

　

控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
老

　

人
扶
養
親
族
で
あ
る
と
き
は

　

44
万
円
）
を
加
算
し
た
額
。

注 1）注 2） （単位：万円） 具
体
的
な
所
得
制
限
限
度
額
は
次

の
と
お
り
で
す
。

児童手当受給者のみなさんへ
　児童手当を受給されている方は、毎年 6月中に、受給者の前年の所得状況と 6月 1日現在の養育状況な
どを確認する為、【児童手当現況届】の提出が必要となります。
　なお、対象の方には、後日現況届の用紙を送付させていただきますので、お忘れのないようご注意くだ
さい。
　この届出をされないと、引き続き受給資格があっても、手当を受けることができなくなりますので、必
ず提出してください。

　また、所得額オーバーにより消滅となった方や未申請の方は、5月中に新規認定請求を行ってください。
手続きが遅れますと、遅れた月分の手当が受けられなくなりますので、ご注意ください。
　なお、所得制限により受給できない場合がありますので予めご了承ください。

　認定請求に必要な書類
 ●健康保険被保険者証の写し【請求者本人のもの】
 ●請求者の預金口座
 ●児童手当用の所得証明書【平成 21 年 1月 1日に本市に住所がなかった方】
 ●この他、必要に応じて提出する書類があります。

◎詳しくは、児童福祉課まで
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　いつまでも健やかに、住みなれた地域で自立した生活ができるよう
に支援するのが地域包括支援センターの役割です。

●「日常生活に関する質問票」とは（65歳以上の方を対象）
　高齢者が介護を必要とする状態になることを予防するために、予防が必要な方を早期に把握し、介護予防に
ついての相談、教室の紹介をさせていただくためのものです。介護が必要になる前に予防することで、生涯に
わたり自立した生活を送ることができることを目指しています。
　自分の状態を知るために「はい」「いいえ」にチェックを入れてみましょう。

こんにちはこんにちは地域包括支援地域包括支援センターですセンターです

自分の心身の状態を確認するために『日常生活に関する質問票』を活用しましょう！

No 質　問　事　項 回答 (いずれかに○ )
1 バスや電車で 1人で外出していますか　しようとすればできますか は　い いいえ
2 日用品の買物をしていますか　　　　　しようとすればできますか は　い いいえ
3 預貯金の出し入れをしていますか　　　しようとすればできますか は　い いいえ
4 友人の家を訪ねていますか　　　　　　機会があれば訪ねますか は　い いいえ
5 家族や友人の相談にのっていますか　　相談をうければのりますか は　い いいえ

6 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか　  また、昇れますか は　い いいえ
7 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか は　い いいえ
8 15分位続けて歩いていますか　　　　また、歩けますか は　い いいえ
9 この 1年間に転んだことがありますか いいえ は　い
10 転倒に対する不安は大きいですか いいえ は　い

11 6ヶ月間で 2～ 3㎏以上の体重減少がありましたか いいえ は　い

12 身長（　　　　　cm）　体重（　　　　　㎏）
・例えば、体重 55kg、身長 165cmの人の場合　55(kg) ÷ 1.65(m) ÷ 1.65(m) ＝ 20.2

体重÷身長÷身長の値が
18.5 未満

13 半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか いいえ は　い
14 お茶や汁物等でむせることがありますか いいえ は　い
15 口の渇きが気になりますか いいえ は　い

16 週に 1回以上は外出していますか は　い いいえ
17 昨年と比べて外出の回数が減っていますか いいえ は　い

18 周りの人から「いつも同じ事を言う・聞く」などの物忘れがあると言われますか いいえ は　い

19 自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか
また、しようとすればできますか は　い いいえ

20 今日が何月何日かわからない時がありますか いいえ は　い

☆生活機能全般の質問です

☆運動器の機能の質問です

☆必要な栄養がとれているかどうかの質問です

☆口腔内の状態の質問です

☆閉じこもり気味かどうかの質問です

☆認知症の可能性がないかの質問です

◎No.1～5の5個の質問で　　の部分に○を付けられた個数が多い方…全般的な生活機能の低下に注意が必要です。

◎No.6～10の5個の質問で　　の部分に○を付けられた個数が3個以上の方…運動器の機能低下が考えられます。

◎No.11 ～ 12 の 2個の質問で　　の部分いづれにも○を付けられた方…低栄養状態の可能性があります。

◎No.13～15の3個の質問で　　の部分に○を付けられた個数が2個以上の方…口腔機能の低下が考えられます。

◎No.16 ～ 17 の 2 個の質問で　　の部分に○を付けられた方…閉じこもり傾向であると、心身が衰え、認知症
　やうつなどを招きやすくなります。

◎No.18 ～ 20 の 3 個の質問で　　の部分いずれかに○を付けられた方…認知症は予防と早期発見、さらに早期
　対応が必要です。←
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（高齢福祉課）

21 （2週間以上）毎日の生活に充実感がない いいえ は　い
22 （2週間以上）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった いいえ は　い
23 （2週間以上）以前は楽にできていたことが今ではおっくうに感じられる いいえ は　い
24 （2週間以上）自分が役に立つ人間だと思えない いいえ は　い
25 （2週間以上）わけもなく疲れたような感じがする いいえ は　い

☆うつの可能性がないかの質問です

　この質問票で、該当する項目が多い場合、介護予防の取り組みが必要かもしれません。気になる方は地域包
括支援センターにご連絡ください。
 
《介護予防教室のご案内》
■ゆうあいふれあい教室（特定高齢者運動指導教室）
　健康運動指導士による筋力づくり運動、持久的運動、バランス運動、柔軟運動などを行います。

■あたまハツラツ教室（特定高齢者認知症予防教室）
　認知症予防のレクリエーションや体操など行います。

■特定高齢者訪問指導
　栄養状態の低下した方や口腔機能の低下した方、閉じこもりやうつ傾向のある方に対して、栄養士、歯科衛
生士、保健師が訪問させていただき相談に応じます。
　なお、これらの教室は『日常生活に関する質問票』にて参加できる要件を満たす方のみです。

◎No.21 ～ 25 の 5個の質問で　　の部分に○を付けられた個数が 2個以上の方…うつになると活動意欲が低下
　し、活動量が減少し、心身が衰える原因になります。気になる症状があれば、かかりつけ医に相談すること
　が大切です。

葛城市ファミリー・サポート・クラブ会員募集
  『子育ていっしょに支えあおう！』

　4月から、葛城市ファミリー・サポート・クラブが発足しました。利用会員（子育ての
助けをしてほしい人）、援助会員（子育てのお手伝いができる人）を募集しています。
　ファミリー・サポート・クラブは、地域ぐるみで子育ての助けができるよう「おかげさま」「おたがいさま」
という関係を大事にし、地域の人と人をつなぐ役目をしていきたいと考えています。

登録料：無料 ※会員登録には、顔写真（タテ 3cm×ヨコ 2.5cm）1枚と印鑑が必要です。

利用会員 原則として 1歳から小学校 6年生までの子どもがいる方
※クラブが実施する説明会を受けていただきます。

援助会員 心身ともに健全で子育てに理解がある 20歳以上の方、および自宅で子どもを預かることが可能な方
※クラブが実施する説明会と講習会（6回）を受けていただきます。

両方会員 利用会員と援助会員の両方に登録したい方

6月 1日
( 月 )

午後 1時～ 説明会〔利用会員・援助会員〕　

午後 2時～ 乳幼児のかかわり方について

午後 3時～ 子どもの病気について

6月 3日
( 水 )

午後 1時～ 児童（小学生）のかかわり方について

午後 2時～ 子どもの遊びと手作りおもちゃ

6月 4日
( 木 )

午後 1時～ 子どもの事故防止と応急処置について

午後 2時～ 発達が気になる子どもの理解と支援について

※説明会は利用会員・援助会員共参加
　してください。
※講習会は 1講座 1時間程度です。
※講習会は援助会員対象ですが、利用
　会員の方も受けていただいても構い
　ません。
場　所：子育て支援センター

（新庄健康福祉センター内）

会員登録
　　ファミリー・サポート・クラブが実施する説明会（利用・援助会員）・講習会（援助会員のみ）を受けて、
　入会申し込みを提出していただくと会員登録されます。
　※利用会員を希望の方で当日来られない方は、子育て支援センターまたは、児童福祉課にご連絡ください。
利用料金
　☆利用時間・平日・土・日・祝日によって変わりますが、
　　1時間当り 600 円～ 800 円です。
　☆料金は、利用会員が援助会員に直接支払いをします。
講習会日程および内容

【申し込み受付・問い合わせ】
5月11日（月）から申し込みを受け付けます。

ファミリー・サポート・クラブ
（葛城市子育て支援センター内）
☎（69）5241　Fax（69）5301 まで
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水道週間　「おいしいね　この水　未来に　いつまでも」
　6月 1日～ 7日まで「おいしいね　この水　未来に　いつまでも」をスローガンに、水道について理解と認
識を深めてもらうことを目的として、水道週間が全国一斉に行われます。
　蛇口をひねればいつでも、すきなだけきれいな水を送り続ける水道。この水道はライフラインとして、と
ても大切な働きをしています。
　しかし、この水道も毎日の暮らしの中では、あまりにも身近すぎて価値観が損なわれているのではないでしょ
うか。水需要が高まるこれからの時期、みなさん、一人ひとりが水を大切に使うよう心掛けましょう。

（水道局）

”子育て支援センター”においでよ！
『つどいの広場』では、親子で遊びながらいろんな世代の人との交流を楽しんでいます。

『童謡クラブ“花歌娯”（はなかご）』との交流
　市内童謡クラブのメンバーが遊びに来ている親子
に、季節に因んだ懐かしい童謡を聴かせてくださり、
ふれあい遊びや折り紙なども教えてくださいます。
“花歌娯”さんが歌ってくれる童謡を聴きながら、ゆっ
たりとしたひと時を過ごしています。親子で一緒に
歌を口ずさむことで、ホッとした気持ちを味わいな
がら忘れかけていた日本人の心にふれる機会を与え
てくれます。

『おはなし会“いろりの会・わらべ・リスピー”』
との交流

　市内のおはなし会グループのメンバーが、つどい
の広場に来ていろんなおはなしを聞かせてください
ます。絵本や紙芝居・エプロンシアターやパネルシ
アターなど毎回盛りだくさんのプログラムを用意し
てくださり、親子でおはなしの世界を楽しんでいま
す。また、わらべ歌あそびを通して、親子のふれあ
いの絆を深めています。

お話を楽しむ日  午前 10 時 30 分から
5月 11 日（月）磐城児童館
5月 13 日（水）子育て支援センター
6月　8日（月）當麻児童館
6月 10 日（水）磐城児童館・子育て支援センター

童謡を楽しむ日 午前 10 時から
5月 18 日（月）子育て支援センター
6月　1日（月）磐城児童館

◎詳しくは、
　葛城市子育て支援センター（新庄健康福祉センター内）
 ☎（69）5241　ＦＡＸ（69）5301　まで

※つどいの広場・年齢別つどいは、子育て支援セン
ター、當麻・磐城児童館で行っています。

つどいの広場 キンダーランド
わんぱくルーム ひよこルーム

5月～6月の予定
月 火 水 木 金 土 日

5
月

１ 2 3
4 5 6 ７ ８ 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

6
月

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

親子でクッキングしませんか
　葛城市在住の 2歳児（未就園児）とその親子を
対象に、栄養士の石沢先生をお迎えして料理教室
を開催します。
　親子で簡単な食事を作って一緒に食べませんか？
日　時：6 月 17 日（水）午前 10 時から
場　所：當麻文化会館・調理室
対象児：平成 18 年 4月 2日～
　　　　平成 18 年 7月 31 日生まれの親子 24 組
◎調理材料代として一組、300 円必要です。
※ 5月 18 日（月）午前 8時 30 分から、子育て支
援センターで電話にて申し込みを受け付けます。
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実施機関名 件数

市　長 272

教育委員会 61

選挙管理委員会 6

監査委員 2

公平委員会 1

農業委員会 9

固定資産評価審査委員会 1

水道事業管理者 15

消防長 13

議　会 12

合　　計 392

開示請求件数 4

決定状況

開　示 1

部分開示 1

不存在 2

個人情報保護制度個人情報保護制度
（平成 20年度）

個人情報取扱事務の届出件数

個人情報の開示請求等の状況

情報公開・個人情報保護制度の運用状況

開　示 30 不存在 1
部分開示 14 取　下 5
不開示 1 審査中 0

実施機関名
開示
請求
件数

開示請求処理内容 異議

申立

て開示
部分
開示

不開示 不存在 取下 審査中

市　長 40 22 12 1 1 4 0 1

教育委員会 4 2 1 0 0 1 0 0

選挙管理委員会 0 0 0 0 0 0 0 0

監査委員 0 0 0 0 0 0 0 0

公平委員会 0 0 0 0 0 0 0 0

農業委員会 0 0 0 0 0 0 0 0

固定資産評価審査委員会 0 0 0 0 0 0 0 0

水道事業管理者 0 0 0 0 0 0 0 0

消防長 0 0 0 0 0 0 0 0

議　会 7 6 1 0 0 0 0 0

合　　計 51 30 14 1 1 5 0 1

実施機関別の処理状況

情報公開制度の利用状況（平成 20年度）
開示請求件数　51件　開示申出件数　8件

公文書開示請求の決定状況
 開示請求件数　51件

・ 個人情報の開示請求にかかる決定
　において、請求者からの異議申立
　てはありませんでした。

（総務財政課）

「2009近畿まほろば総体」総合開会式の一般観覧者募集
総合開会式：（日時）7 月 28 日（火）、（場所）奈良市鴻ノ池陸上競技場
募 集 人 員：1,000 人（募集人員を上回る申込みがある場合は、抽選により当選者を決定します。）
入　場　料：無料　
申 込 期 限：5 月 29 日（金）
申 込 方 法：郵送（一般観覧者募集リーフレット付属の申込書）またはインターネット（「2009 近畿まほろ
ば総体」公式サイト（http://www.09soutai.com/）） にリンクされている申込フォームのいずれかで申込して
ください。なお、「入場券申込リーフレット」は市庁舎等に配置しています。
◎詳しくは、平成21年度全国高等学校総合体育大会　奈良県実行委員会事務局　式典課　総合開会式担当

☎ 0744（25）7670　まで
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市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎  ☎（69）3001 ／ 當麻庁舎 ☎（48）2811 お知らせ

新　庄　地　区

‥‥現在供用開始している区域

‥‥今年供用開始された区域
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市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎  ☎（69）3001 ／ 當麻庁舎 ☎（48）2811お知らせ

　平成 20 年度の工事が完了したことにより 5月 1

日から新しく地図に示された区域で、公共下水道を

利用していただけるようになりました。

　快適な生活環境、きれいな水、豊かな自然を守る

第一歩として、一日も早く公共下水道を利用してい

ただきますよう、よろしくお願いします。

　市役所の職員を装ってご家庭を訪問し、排水設備

（宅地内の排水管、私設ます）などの点検・修理を強

引に行って多額の代金を要求するトラブルが発生し

ています。

　市役所ではこのような行為は一切行っていません。

また、宅地内の下水道管の清掃や修理を、市役所が業

者に委託し代金を請求することもありません。

　ご注意ください。

悪質な「点検商法」にご注意
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市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎  ☎（69）3001 ／ 當麻庁舎 ☎（48）2811 お知らせ

當　麻　地　区

　各ご家庭が供用開始公示後 3年以内に公共下水道に接続工

事を行われた場合に助成金制度が適用されます。ただし、新

築・会社・その他の法人等は対象となりません。詳しくは下

水道課までお問い合わせください。
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市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎  ☎（69）3001 ／ 當麻庁舎 ☎（48）2811お知らせ

　

使
用
許
可
の
あ
る
世
帯
に
つ
い

　

て
は
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
。

○
受
付
期
間
：

　

6
月
15
日
（
月
）
〜
30
日
（
火
）

　
（
た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日

　
　

は
除
き
ま
す
。）

○
受
付
時
間
：

　

午
前 

9
時 

〜 

午
後 

5
時

○
受
付
場
所
：

　

市
役
所
環
境
課
（
新
庄
庁
舎
）

○
申
請
方
法
：
墓
地
使
用
許
可
申

　

請
書
（
環
境
課
窓
口
で
配
布
）

　

に
必
要
事
項
を
記
入
・
捺
印
し
、

　

住
民
票
謄
本
、
ま
た
は
戸
籍
謄

　

本
を
添
付
し
、
受
付
期
間
中
に

　

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
た
だ
し
、
申
請
は
本
人
、
ま
た

　
　

は
そ
の
家
族
に
限
り
ま
す
。）

　

新
規
の
墓
地
も
し
く
は
、
返
還

　

の
墓
地
の
ど
ち
ら
か
の
申
し
込

　

み
と
し
ま
す
。

○
予
納
金
：
受
付
期
間
中
に
納
入

　

し
て
く
だ
さ
い
。

○
墓
地
使
用
お
よ
び
使
用
地
の
決

　

定
は
、
7
月
10
日
（
金
）
の
市

　

役
所
で
の
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

区分 区画面積 使用料 管理費
（3年） 予納金

A 0.9 × 1.8 ｍ 27 万円 6,300 円 7 万円

B 1.8 × 1.8 ｍ 45 万円 9,450 円 12 万円

C 3.6 × 1.8 ｍ 90 万円 15,750 円 25 万円

◎
詳
し
く
は
、
環
境
課
ま
で

⑭

⑮

⑯

⑱

⑰

P P

葛城市霊苑墓地使用者を募集します

○
募
集
区
画
：

　

新
規
の
墓
地　

　

返
還
の
墓
地

 
A
区
画
が
3
区
画

 

B
区
画
が
3
区
画

 

C
区
画
が
2
区
画

○
申
請
資
格
：
葛
城
市
に
住
所

　
（
1
年
以
上
継
続
し
て
居
住
）

　

ま
た
は
、
本
籍
（
1
年
以
上
）

　

を
有
す
る
者
。

　

た
だ
し
、
墓
地
の
使
用
は
1
世

　

帯
に
つ
き
1
区
画
と
し
、
既
に

○
使
用
料
に
つ
い
て
は
予
納
金
を

　

差
し
引
い
た
残
額
を
、
管
理
費

　

に
つ
い
て
は
3
年
分
（
前
納
）

　

を
許
可
証
交
付
時
（
7
月
21
日

　

〜
31
日
）に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

○
使
用
料
お
よ
び
管
理
料
は
、
次

　

の
と
お
り
で
す
。

市
内
一
斉
清
掃

　

5
月
17
日
（
日
）
は
、
市
内
一
斉
清
掃
の
日
で
す
。

　

住
み
よ
い
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
自
宅
周
辺
を
中
心

と
し
た
美
化
清
掃
に
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎  ☎（69）3001 ／ 當麻庁舎 ☎（48）2811 お知らせ

★
市
長
部
局

【
部
長
級
】
▽
会
計
管
理
者
（
企
画
調
整
課

長
）
森
田
源
千
代

【
課
長
級
】
▽
企
画
部
秘
書
課
長
（
教
育
総

務
課
長
）
涌
田
雅
弘
▽
同
部
企
画
調
整
課
長

（
新
庄
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
）
木

村　

寛
▽
総
務
部
税
務
課
長
（
税
務
課
長
補

佐
）
寺
田　

馨
▽
市
民
生
活
部
人
権
政
策
課

長
（
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
）
松
浦
住

憲
▽
同
部
當
麻
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長

（
業
務
課
長
）
安
井
成
行
▽
社
会
福
祉
協
議

会
事
務
局
長
（
会
計
課
長
補
佐
）
邨
田
康
司

▽
保
健
福
祉
部
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
所
長

（
健
康
増
進
課
長
）
川
井
高
久
▽
同
部
健
康

増
進
課
長
（
体
育
振
興
課
長
兼
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
所
長
）
吉
川
光
俊
▽
都
市
産

業
部
農
林
課
長
（
管
理
課
長
）
青
木
若
次
▽

同
部
管
理
課
長
（
人
権
政
策
課
長
）
吉
川
正

隆【課
長
補
佐
級
】
▽
総
務
部
税
務
課
長
補
佐

（
総
務
財
政
課
）
吉
村
雅
央
▽
同
部
生
活
安

全
課
長
補
佐
（
工
務
課
長
補
佐
）
辻　

一
成

▽
市
民
生
活
部
新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

所
長
補
佐
（
新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）
坂

口
義
雄
▽
同
部
新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

所
長
補
佐
（
新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）
坂

口　

昭
▽
同
部
當
麻
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

所
長
補
佐
（
當
麻
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）
筒

井
伸
夫
▽
保
健
福
祉
部
健
康
増
進
課
長
補

佐　

松
山
神
恵
（
高
齢
福
祉
課
長
補
佐
）

★
教
育
委
員
会
部
局

【
課
長
級
】
▽
教
育
総
務
課
長
（
健
康
増
進

課
長
補
佐
）
西
川
信
明
▽
當
麻
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
所
長
兼
新
庄
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
（
當
麻
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
幹
）
山

下
宗
良
▽
教
育
指
導
課
長
（
奈
良
県
）
三
宅

智
▽
生
涯
学
習
課
長
兼
當
麻
文
化
会
館
館

長
（
生
活
安
全
課
長
補
佐
）
伏
見　

茂
▽
新

庄
図
書
館
館
長
兼
當
麻
図
書
館
館
長
（
新
庄

図
書
館
館
長
）
池
田
雅
直
▽
中
央
公
民
館
館

長
兼
新
庄
文
化
会
館
館
長
（
中
央
公
民
館
主

幹
）
藤
田
浩
包
▽
体
育
振
興
課
長
兼
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
所
長
（
生
涯
学
習
課
長
兼

當
麻
文
化
会
館
館
長
）
中
川
佳
三

【
課
長
補
佐
級
】
▽
新
庄
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
所
長
補
佐
（
収
納
課
）
吉
井
将
雄
▽
新

庄
小
学
校
附
属
幼
稚
園
主
任
教
諭
（
新
庄
小

学
校
附
属
幼
稚
園
）
山
下
陽
代
▽
磐
城
小
学

校
附
属
幼
稚
園
主
任
教
諭
（
磐
城
小
学
校
附

属
幼
稚
園
）
蟻
田
美
園
▽
當
麻
小
学
校
附
属

幼
稚
園
主
任
教
諭
（
磐
城
小
学
校
附
属
幼
稚

園
主
任
教
諭
）
奥
本
恵
子

★
水
道
局

【
部
長
級
】
水
道
局
長
兼
業
務
課
長
事
務
取

扱
（
水
道
局
長
）
正
田
貴
一

【
課
長
補
佐
級
】
工
務
課
長
補
佐
（
市
民
課

長
補
佐
）
川
松
照
武

葛
城
市
人
事
異
動　
　

4
月
1
日
付

※
（　

）
内
は
旧
職
／
課
長
補
佐
級
以
上

　

平
成
21
年
３
月

議
会
に
お
い
て
葛

城
市
教
育
委
員
就

任
に
同
意
い
た
だ

き
、
４
月
よ
り
教

育
長
を
拝
命
し
た
大
西
正
親
で
ご
ざ
い
ま

す
。
就
任
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

葛
城
市
は
、
古
き
良
き
文
化
や
伝
統
が
今

に
残
る
一
方
、
現
代
の
時
流
に
も
的
確
に
対

応
し
て
発
展
を
目
指
す
地
域
で
ご
ざ
い
ま

す
。
と
り
わ
け
人
づ
く
り
を
重
ん
じ
、
本
市

を
や
が
て
背
負
う
子
ど
も
た
ち
を
心
豊
か

に
育
て
る
こ
と
に
専
ら
意
を
用
い
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
生
涯
学
習
の
推
進
に
も
力
を

注
ぎ
、
ま
ち
づ
く
り
の
貴
重
な
機
会
と
も
し

て
お
り
ま
す
。

　

学
び
は
、
一
人
ひ
と
り
の
興
味
・
関
心
や

能
力
を
伸
ば
す
だ
け
で
な
く
、
人
と
人
と
の

多
様
な
出
会
い
を
も
た
ら
し
、
か
け
が
え
の

な
い
絆
を
育
み
ま
す
。
こ
の
絆
こ
そ
が
、
人

づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
と
な
り
、

本
市
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

た
だ
、
教
育
を
め
ぐ
る
課
題
は
複
雑
か
つ

深
刻
で
、
学
校
や
行
政
の
み
で
十
分
な
成
果

を
あ
げ
る
こ
と
は
到
底
で
き
ま
せ
ん
。
市
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を
今

こ
そ
教
育
に
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　

甚
だ
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
葛
城
の
地

で
教
員
と
し
て
育
て
て
い
た
だ
い
た
ご
恩

返
し
の
つ
も
り
で
、
日
々
の
職
務
に
精
励
致

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

葛
城
市
教
育
長
・
大
西
正
親
氏

就
任
ご
挨
拶

★
議
会
事
務
局

【
部
長
級
】
▽
議
会
事
務
局
長
（
会
計
管
理

者
）
福
井
良
祝

★
消
防
本
部

【
部
長
級
】
▽
消
防
長
（
議
会
事
務
局
長
）

中
島
克
比
虎

【
次
長
級
】
▽
消
防
本
部
次
長
総
務
・
予
防

担
当
兼
本
部
予
防
課
長
事
務
取
扱
（
本
部

予
防
課
長
）
岩
井
利
光
▽
消
防
本
部
次
長
警

防
・
消
防
指
令
担
当
兼
本
部
消
防
指
令
課
長

事
務
取
扱
（
消
防
署
長
）
菊
江
博
友

【
課
長
級
】
▽
本
部
消
防
指
令
課
主
幹
（
本

部
予
防
課
主
幹
）
安
川
清
貴
▽
消
防
署
長

（
本
部
消
防
指
令
課
長
）
西
川
太
平

【
課
長
補
佐
級
】
▽
本
部
総
務
課
付
奈
良
県

消
防
広
域
化
協
議
会
派
遣
（
本
部
総
務
課

長
補
佐
）
中
田
勝
則
▽
本
部
総
務
課
長
補
佐

（
本
部
総
務
課
）
邨
田
和
男
▽
本
部
警
防
課

長
補
佐
（
本
部
警
防
課
）
北
田
義
明
▽
本
部

予
防
課
長
補
佐
兼
消
防
署
予
防
課
長
（
消
防

署
予
防
課
長
）
西
川
和
秀
▽
消
防
署
警
防
課

長
（
本
部
警
防
課
長
補
佐
兼
消
防
署
警
防
課

長
）
河
井　

章
▽
消
防
署
警
防
課
主
幹
（
消

防
署
警
防
課
）
巽　

詳
二
▽
消
防
署
消
防
課

主
幹
（
消
防
署
消
防
課
）
森
川
利
郎

退
職
者　
　

3
月
31
日
付

▽
下
村
嘉
晃
（
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▽
山
本
祐
司
（
當
麻
図
書
館
館
長
）
▽
山
本

久
容
（
新
庄
幼
稚
園
主
任
教
諭
）
▽
安
田
礼

子
（
當
麻
幼
稚
園
主
任
教
諭
）
▽
大
中
利
一

（
新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）
▽
大
西
元
子

（
高
齢
福
祉
課
）
▽
池
田
友
子
（
健
康
増
進

課
）
▽
橋
本
佳
也
（
管
理
課
）
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インフォメーションインフォメーション

結核検診を受けましょう！
　

近
年
、
葛
城
市
に
お
い
て
結
核

患
者
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
ま

た
、
左
図
の
よ
う
に
近
隣
の
市
や

町
に
比
べ
て
患
者
数
は
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
県
や
全
国
の
平
均
と

比
べ
て
も
そ
の
多
さ
が
見
て
と
れ

る
と
思
い
ま
す
。

結
核
は
昔
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

結
核
に
感
染
し
て
も
、
健
康
で

体
力
が
あ
れ
ば
通
常
は
免
疫
機
能

が
働
い
て
結
核
菌
の
増
殖
を
抑
え

ま
す
が
、
加
齢
と
共
に
体
力
が
衰

え
て
き
た
り
、
若
く
と
も
健
康
状

結核り患率（人口10万対）

0 5 10 15 20 25

全国平均

奈良県平均

葛城保健所管内平均

葛城市 22.8

16.5

17.9

19.8

態
が
悪
化
し
た
り
す
る
と
、
発
病

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

葛
城
市
で
は
、
65
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
結
核
検
診
を
次
の
日
程

で
実
施
し
ま
す
。
無
料
で
受
診
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
早
期

発
見
・
早
期
治
療
は
本
人
の
重
篤

化
を
防
ぐ
た
め
だ
け
で
な
く
、
周

囲
へ
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に

も
重
要
で
す
。

●
5
月
21
日
（
木
）
女
性
の
み

　

午
前
8
時
45
分
〜
11
時

　

場
所
：
新
庄
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

午
前
11
時
30
分
〜
正
午

　

場
所
：
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

●
5
月
22
日
（
金
）

　

午
前
8
時
45
分
〜
正
午

　

場
所
：
當
麻
保
健
セ
ン
タ
ー

●
5
月
24
日
（
日
）

　

午
前
8
時
45
分
〜
正
午

　

場
所
：
當
麻
保
健
セ
ン
タ
ー

※
い
ず
れ
も
お
申
し
込
み
の
必
要

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
4
月
号
広
報
の
折
込

　

ち
ら
し
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、

　

新
庄
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で

肝
炎
医
療
費
の

助
成
制
度
の
変
更
に
つ
い
て

　

奈
良
県
で
は
肝
炎
医
療
費
の
助

成
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
が
、
そ

の
実
施
内
容
が
一
部
変
更
さ
れ
ま

し
た
。

　

改
正
点
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

1 

助
成
期
間

　

助
成
期
間
は
、
原
則
と
し
て
同

一
患
者
に
つ
い
て
1
年
を
限
度
と

し
て
い
ま
す
が
、
一
定
の
条
件
下

で
72
週
の
延
長
投
与
お
よ
び
2
か

月
の
期
間
延
長
が
認
め
ら
れ
ま

す
。

2 

市
民
税
額
の

 

合
算
対
象
の
除
外

　

月
額
自
己
負
担
限
度
額
は
、
世

帯
全
員
の
市
民
税
課
税
年
額
の
合

算
に
よ
り
決
定
し
ま
す
が
、
住
民

票
上
は
同
一
世
帯
で
あ
る
が
、
配

偶
者
以
外
の
者
で
あ
っ
て
、
受
給

者
お
よ
び
そ
の
配
偶
者
と
、
相
互

に
地
方
税
法
上
お
よ
び
医
療
保
険

上
の
扶
養
関
係
が
な
い
者
に
つ
い

て
は
、
受
給
者
か
ら
の
申
請
に
よ

り
、
当
該
「
世
帯
」
の
市
民
税
課

税
額
の
合
算
対
象
か
ら
除
外
す
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

3 

様
式
の
変
更
お
よ
び
追
加

　

申
請
書
、
診
断
書
の
一
部
を
変

更
す
る
と
と
も
に
、
有
効
期
間
延

長
申
請
書
（
Ａ
）、
有
効
期
間
延

長
申
請
書
（
Ｂ
）、
受
給
者
証
返

還
届
を
追
加
し
ま
し
た
。

　

助
成
制
度
の
詳
し
い
内
容
や
、

申
請
の
手
続
方
法
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は
、

　

葛
城
保
健
所

　
　
　

健
康
増
進
課　

感
染
症
係

 

☎
（
22
）
1
7
0
1
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
詫
び

　

広
報
か
つ
ら
ぎ
4
月
号
で
、

健
康
増
進
課
・
新
庄
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
電
話
番
号
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
深
く

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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▽▼ 119119 コーナーコーナー▲△
　　平成 21 年 3月中 火災… 0件　救急…   97 件　救助… 1 件
　　平成 21 年の累計　　火災… 1 件　救急… 308 件　救助… 4 件

消
防
業
務
に
精
励
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

次
の
方
が
受
章

　

本
市
消
防
団
前
第
3
分
団
長

の
藤
井
邦
康
さ
ん
（
北
花
内
）

が
、
日
本
消
防
協
会
長
よ
り
精

績
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
消
防
団
員
と
し
て
長

年
消
防
業
務
に
勤
続
さ
れ
、
勤

務
勉
励
技
能
熟
達
よ
く
、
そ
の

業
務
遂
行
に
あ
た
っ
た
成
績
が

極
め
て
優
秀
で
あ
っ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
栄
誉
あ
る
受
章
に
対

し
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

（
消
防
署
）

災
害
時
に
お
け
る

緊
急
対
応
業
務
協
定
締
結

　

葛
城
市
は
3
月
5
日
に
、
奈

良
県
農
業
協
同
組
合
と
災
害
時

等
に
お
け
る
緊
急
物
資
供
給
協

力
協
定
に
引
き
続
き
、
葛
城
市

建
設
業
協
会
と
災
害
時
に
お
け

る
緊
急
対
応
業
務
協
定
を
3
月

26
日
に
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
災
害
時
に

お
い
て
、
緊
急
対
応
に
必
要
な

資
材
の
確
保
、
建
設
機
械
お
よ

び
資
材
の
提
供
、
応
急
復
旧
工

事
等
の
業
務
を
葛
城
市
建
設
業

協
会
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

地
震
・
大
雨
・
暴
風
等
に
よ

る
異
常
な
自
然
災
害
の
発
生
、

若
し
く
は
そ
の
発
生
が
予
想
さ

れ
る
場
合
に
お
い
て
、
市
と
協

力
団
体
が
協
力
し
市
民
の
安

心
・
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す
る
こ

と
が
目
的
で
す
。（

生
活
安
全
課
）

葛
城
市
消
防
団
役
員
構
成

　

消
防
団
員
の
退
団
に
伴
い
、

4
月
1
日
付
で
次
の
と
お
り
役

員
構
成
が
代
わ
り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

団　

長　
　
　

奥
村　

喜
洋

副
団
長　
　
　

住
野　

光
男

副
団
長　
　
　

西
川　

朗

副
団
長　
　
　

田
仲　

完
好

第
1
分
団

　

分
団
長　
　

𠮷
川　

天
祥

　

副
分
団
長　

仲
嶋　

泰
男

第
2
分
団

　

分
団
長　
　

浅
野　

晃

　

副
分
団
長　

𠮷
井　

博

第
3
分
団

　

分
団
長　
　

中
島　

章
祐

　

副
分
団
長　

上
田　

雅
彦

第
4
分
団

　

分
団
長　
　

石
井　

克
榮

　

副
分
団
長　

斎
藤　

恵
史

第
5
分
団

　

分
団
長　
　

田
中　

孝
明

　

副
分
団
長　

中
川　

光
広

第
6
分
団

　

分
団
長　
　

西
川　

昌
義

　

副
分
団
長　

米
井
日
都
志

（
消
防
署
）

　

近
年
の
環
境
問
題
や
健
康
志

向
の
高
ま
り
な
ど
を
背
景
に
、

自
転
車
に
対
す
る
関
心
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
自
転
車
が
関
係
す
る

交
通
事
故
の
割
合
が
増
加
傾
向

に
あ
り
、
対
歩
行
者
事
故
件
数

が
と
り
わ
け
増
加
し
て
い
ま
す

の
で
、
自
転
車
の
交
通
秩
序
の

改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

5
月
は

「
自
転
車
月
間
」

（
生
活
安
全
課
）

自
転
車
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安

全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

自
転
車
は
車
道
を
走
行
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
次
の

場
合
に
限
り
歩
道
を
走
行
で
き

ま
す
。

① 

道
路
標
識
等
で
指
定
さ
れ

　

た
場
合

② 

運
転
者
が
児
童
・
幼
児

　

等
の
場
合
、
ま
た
は
70
歳
以

　

上
の
方

③ 

車
道
ま
た
は
交
通
の
状

　

況
か
ら
み
て
や
む
を
得
な
い

　

場
合

　

保
護
者
の
方
は
、
児
童
・
幼

児
（
13
歳
未
満
の
者
）
を
自
転

車
に
乗
車
さ
せ
る
と
き
は
、
乗

車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
さ
せ

る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
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住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。（
平
成
21
年
5
月
31
日
ま
で
）

地域安全ニュース

つけましたか？  つけましたか？  住宅用火災警報器 !住宅用火災警報器 !
　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
既
存

住
宅
へ
の
設
置
完
了
の
5
月
31

日
ま
で
、
後
1
カ
月
と
な
り
ま

し
た
。
ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な

い
方
は
早
急
に
設
置
し
て
く
だ

さ
い
。

　

設
置
さ
れ
ま
し
た
ら
住
宅
用

防
災
機
器
設
置
届
出
書
を
消
防

署
へ
必
ず
届
出
し
て
く
だ
さ

悪
質
な
訪
問
販
売
に

悪
質
な
訪
問
販
売
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

高
額
な
料
金
や
設
置
手
数
料
を
請
求
し
た
り
、
暴
力
的
な
言

動
で
の
販
売
や
消
防
署
か
ら
の
指
導
を
装
っ
た
り
す
る
な
ど
の

悪
質
な
訪
問
販
売
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●●● 設置場所 ●●●

●●● 取り付け方 ●●●◎
詳
し
く
は
、
消
防
署
予
防
課　

☎
（
69
）
7
1
7
1
ま
で

い
。
ま
た
、
既
に
設
置
さ
れ
て

い
る
方
で
届
出
さ
れ
て
い
な
い

方
も
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

尚
、
届
出
書
は
、
消
防
署
予

防
課
に
あ
り
ま
す
。

※
注
意
事
項

・
台
所
だ
け
に
設
置
す
れ
ば
よ

　

い
と
思
っ
て
い
る
方
が
多
数

　

お
ら
れ
ま
す
。
台
所
は
義
務

　

設
置
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
寝

　

室
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る

　

部
屋
に
必
ず
設
置
が
必
要
で

　

す
。

・
設
置
す
る
感
知
器
は
、
基
本

　

的
に
煙
感
知
器
で
す
。
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   毎月11日は
   人権を確かめあう日です

奈良県市町村人権・同和問題
啓発活動推進本部
葛城市人権問題啓発活動推進本部

人権人権人権　

は
じ
め
に

は
じ
め
に

　

葛
城
市
で
は
今
日
ま
で
、
人
権
問
題

を
中
心
に
「
人
権
教
育
地
区
別
懇
談

会
」を
実
施
し
て
来
ま
し
た
。
そ
し
て
、

昨
年
か
ら
「
い
の
ち
の
尊
さ
を
考
え

る
」
を
テ
ー
マ
で
懇
談
会
を
開
催
し
て

き
ま
し
た
。
現
在
、
社
会
で
は
、
親

が
子
を
殺
し
、
子
が
親
を
殺
す
事
件
、

「
誰
で
も
い
い
か
ら
殺
し
て
み
た
か
っ

た
」
と
い
う
無
差
別
殺
人
事
件
な
ど
、

「
い
の
ち
」
が
い
と
も
簡
単
に
奪
わ
れ

る
事
件
が
連
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
、

こ
の
日
本
の
社
会
は
一
体
ど
う
な
っ

て
い
く
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
不
安
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

人
は
誰
も
が
同
じ
「
い
の
ち
」
を

も
っ
て
生
ま
れ
て
き
ま
す
が
、
場
所
や

性
別
な
ど
生
ま
れ
て
く
る
状
況
は
み

ん
な
違
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
生
ま
れ

て
く
る
状
況
の
違
い
に
よ
っ
て
、
偏

見
や
先
入
観
に
基
づ
い
て
、
ま
た
ま
っ

た
く
無
関
係
な
理
由
に
よ
っ
て
、
不
利

益
を
与
え
、
不
平
等
な
扱
い
を
す
る
こ

と
が
差
別
だ
と
言
え
ま
す
。
し
か
し
、

こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

の
は
誰
で
も
わ
か
る
道
理
で
す
。
何
故

な
ら
、
誰
も
が
ど
こ
で
ど
ん
な
両
親
の

下
に
生
ま
れ
る
か
、
ま
た
男
に
生
れ
る

か
、
女
に
生
れ
る
か
な
ど
自
分
で
は
選

ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

　

人
権
問
題
の
基
本
は
「
い
の
ち
」

　

人
権
問
題
の
基
本
は
「
い
の
ち
」

　
「
い
の
ち
」
が
軽
視
さ
れ
、
無
視
さ

れ
る
よ
う
な
状
態
を
そ
の
ま
ま
に
し

て
、「
人
権
問
題
」
の
解
決
は
と
う
て

い
望
む
べ
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な

ら
、
生
れ
て
き
た
ど
の
「
い
の
ち
」
も

大
切
に
さ
れ
る
こ
と
が
人
権
の
最
も

大
切
な
基
本
だ
か
ら
で
す
。

　

私
た
ち
は
今
一
度
立
ち
止
ま
り
、

「
い
の
ち
」
が
大
切
に
さ
れ
る
社
会
を

ど
う
す
れ
ば
再
構
築
で
き
る
か
、
ま
た

子
ど
も
や
孫
に
残
せ
る
か
に
つ
い
て

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。

　

か
け
が
い
の
な
い
「
い
の
ち
」

　

か
け
が
い
の
な
い
「
い
の
ち
」

　

私
た
ち
は
よ
く
、「
か
け
が
い
の
な

い
い
の
ち
」
と
か
「
い
の
ち
は
地
球
よ

り
も
重
い
」
と
か
言
い
ま
す
が
、
本
当

に
「
い
の
ち
」
は
そ
れ
ほ
ど
ま
で
大
切

だ
と
感
じ
て
日
々
を
送
っ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。

　

作
家
志
賀
直
哉
氏
の
晩
年
の
小
説

に
「
盲も

う
き
ふ
ぼ
く

亀
浮
木
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
人
知
で
は
説
明
で
き
な

い
よ
う
な
こ
と
が
実
際
に
起
こ
っ
て

い
る
実
例
を
紹
介
し
て
い
る
作
品
で

す
。
こ
の
「
盲
亀
浮
木
」
と
は
一
体
ど

う
い
う
意
味
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
は
お
釈
迦
さ
ま
が
雑ぞ

う
あ
ご
ん
き
ょ
う

阿
含
経

の
中
な
か
で
、
人
間
の
「
い
の
ち
」
を

人
権
の
基
本
は
「
い
の
ち
」
⑴
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も
っ
て
生
ま
れ
た
こ
と
は
大
変
有
り

難
い
こ
と
だ
と
「
盲
亀
浮
木
」
と
い
う

譬ひ

ゆ喩
を
も
っ
て
説
か
れ
た
も
の
で
す
。

　

お
釈
迦
様
が
お
弟
子
の
阿
難
に
尋

ね
ら
れ
ま
し
た
。「
な
あ
、
阿
難
よ
。

例
え
ば
、
海
の
底
に
一
匹
の
盲
亀
が
い

て
、
百
年
に
一
度
呼
吸
を
す
る
た
め
に

波
の
上
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
と

こ
ろ
が
そ
の
海
に
一
本
の
浮
木
が
流

れ
て
い
て
、
そ
の
木
の
真
ん
中
に
一
つ

の
穴
が
あ
る
。
百
年
に
一
度
浮
か
び
上

が
る
こ
の
目
の
見
え
な
い
亀
が
ち
ょ

う
ど
こ
の
浮
木
の
穴
か
ら
顔
を
出
す

こ
と
が
一
度
で
も
あ
る
だ
ろ
う
か
」
阿

難
は
「
そ
ん
な
こ
と
は
、
殆
ど
考
え
ら

れ
ま
せ
ん
」
と
答
え
る
と
、
お
釈
迦
様

は
「
誰
で
も
そ
ん
な
こ
と
は
全
く
あ
り

得
な
い
と
思
う
だ
ろ
う
。
し
か
し
全
く

な
い
と
は
云
い
切
れ
ぬ
。
人
間
に
生
ま

れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
例
よ
り
も

更
に
あ
り
え
ぬ
難
し
い
こ
と
な
の
だ

よ
。」
と
説
か
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
日
常
、「
あ
り
が
と
う
」

（
有
り
難
う
）
と
い
う
言
葉
を
よ
く
使

い
ま
す
が
、「
通
常
あ
り
得
な
い
」、「
有

る
こ
と
が
希
だ
」
と
い
う
意
味
か
ら
出

て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
世
界
中
の
言
語
の
中
で
、
こ
の

よ
う
な
意
味
を
持
つ
感
謝
の
言
葉
は

日
本
語
だ
け
だ
そ
う
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
実
際
に
こ
の
こ
と

が
起
こ
る
確
率
を
計
算
し
た
人
が

い
ま
す
。
こ
の
人
の
説
明
に
よ

る
と
、「
亀
の
頭
が
直
径
10
セ
ン

チ
、
流
木
の
穴
が
直
径
20
セ
ン
チ

と
し
て
、
海
の
広
さ
は
3
6
1
京

5
9
0
兆
平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と

な
り
ま
す
か
ら
、
こ
の
情
報
を
基
に

し
て
計
算
し
ま
す
と
、
1
1
4
京

2
8
6
兆
4
9
1
9
億
5
6
3
3
万

3
9
4
5
年
に
一
度
と
い
う
答
え
が

出
て
く
る
と
言
う
の
で
す
。

　

こ
れ
は
ど
ん
な
数
字
な
の
か
考
え

ま
す
と
、
宇
宙
の
年
齢
の
4.4
億
倍
に
な

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
亀
が
海
底
か

ら
浮
か
び
上
が
っ
て
海
面
の
流
木
の

穴
に
ス
ポ
ッ
と
入
る
確
率
は
宇
宙
の

年
齢
、
1
3
0
億
光
年
の
4.4
億
倍
分

の
1
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
と
て
も
考

え
ら
れ
ま
せ
ん
。
本
当
に
人
知
で
は
説

明
の
つ
か
な
い
出
来
事
が
実
際
に
起

こ
っ
た
の
が
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の

「
い
の
ち
」
な
の
で
す
。

　

年
間

　

年
間
33
万
人
を
超
え
る

万
人
を
超
え
る

 
 

 
 

日
本
の
自
殺
者

日
本
の
自
殺
者

　

平
成
19
年
度
の
日
本
の
自
殺
者
数

は
3
3
、
0
9
3
人
（
平
成
20
年
6

月
発
表
警
察
庁
統
計
資
料
）
で
し
た
。

毎
日
90
人
も
の
人
た
ち
が
自
殺
で
亡

く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
未

遂
者
は
そ
の
10
倍
は
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
か
ら
、
毎
日
9
0
0
人
も

の
人
が
自
殺
を
図
っ
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
イ
ラ
ク
戦
争
で
亡

く
な
っ
た
米
兵
は
約
4
、
0
0
0
人

（
2
0
0
3
年
3
月

〜
2
0
0
8

年
3
月
）
で
す
が
、
こ
の
間
の
日
本

の
自
殺
者
数
は
実
に
こ
の
33
倍
に
も

な
っ
て
い
る
の
で
す
。
日
本
社
会
は
い

ま
、「
見
え
ざ
る
戦
争
」
の
中
に
あ
る

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
人
権
政
策
課
）

　

現
代
の
日
本
社
会
の
「
い
の
ち
」
を

粗
末
に
す
る
風
潮
は
、
経
済
活
動
を
優

先
さ
せ
る
あ
ま
り
、「
い
の
ち
」
ま
で

モ
ノ
化
し
、
役
に
立
つ
か
立
た
な
い
か

で
測
り
、
し
か
も
お
金
で
換
算
す
る
こ

と
さ
え
し
て
き
た
結
果
で
あ
る
と
も

言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
「
盲
亀
浮
木
」
の
譬
え
が
教
え
る
よ

う
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
「
い
の

ち
」
が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
を
、
幼

い
と
き
か
ら
真
剣
に
考
え
、
学
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
自
殺
を

し
た
い
と
思
っ
た
こ
と
の
あ
る
中
学

生
は
54
％
、
高
校
生
は
51
％
と
半
数
以

上
の
値
を
示
し
て
い
る
統
計
が
あ
る

の
で
す
か
ら
。

6月1日は人権擁護委員の日です6月1日は人権擁護委員の日です
全国一斉特設人権相談所
　日　時：6月 1日（月）
  午前 9時から正午
　場　所：葛城市役所
  新庄庁舎 202 会議室
　申込不要（先着順）
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文化会館ニュース文化会館ニュース 新庄文化会館　☎（69）4600
當麻文化会館　☎（48）5000

★　お知らせ　★

★　催し物のご案内　（5月 1日～ 6月 7日）　★

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

新庄文化会館 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4

當麻文化開館 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4

は休館日

月　日 催　し　物 入場方法 開演時間 主催者 連絡先

5 月 10 日（日） 葛城市文化協会歌謡発表会 無　料 10:00 ～ 葛城市文化協会
歌謡連合会 ――――

5月 20 日（水） 葛城市人権教育研究会
第 5回総会 関係者 午　後

開　演 葛城市人権教育研究会 0745 - 62 - 2467
忍海小学校

5月 24 日（日） 葛城市歌謡連合会発表会 無　料 9:30 ～ 葛城市歌謡連合会 ――――

6月 7日（日） ㈱末吉楽器店
ｼﾞｭﾆｱ ｴﾚｸﾄｰﾝ ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 無　料 13:00 ～ ㈱末吉楽器店 0745 - 22 - 5511

新庄文化会館（マルベリーホール）

新庄文化会館（展示室）

當麻文化会館（ホール）

月　日 催　し　物 入場方法 開演時間 主催者 連絡先

5 月 3 日（祝） 公園まつり映画鑑賞会
「旭山動物園物語」

無　料
※入場整
理券必要

10:00 ～ 葛城市 0745-69-4600
【新庄文化会館】

5月 6日（祝） かつらぎチェンバーオーケストラ 有　料 14:30 ～
16:00

PTNA
かつらぎステーション

0745-48-4156【岡田】
075-621-6339【岡田】

5月 8日（金） 奈良県人権教育推進協議会　総会 関係者 13:00 ～ 奈良県人権教育推進協議会 0742-62-5555

月　日 催　し　物 入場方法 展示時間 主催者 連絡先
5 月 1 日 ( 金 )
～ 4 日 ( 祝 ) 第 15 回写団葛城写真展 無　料 9:00 ～

17:00 写団　葛城 0745-69-5945

＊都合により一部催し物が変更になる場合がありますので、ご了承ください。
＊準備､ リハーサル等での使用に関しては本表に記載しておりません。
＊詳細については主催者にお問い合わせください。
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図書館だより図書館だより 新庄図書館　☎（69）4646
當麻図書館　☎（48）6000

催
し
も
の
ご
案
内

映
画
会
の
お
知
ら
せ　

　

日
時
：
5
月
9
日
（

土
）

午
前
10
時
〜

　

場
所
：
新
庄
図
書
館
Ａ
Ｖ
ル
ー
ム

 

『
あ
ら
し
の
よ
る
に 

1
』

き
む
ら
ゆ
う
い
ち 

作

お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ 

★
當
麻
図
書
館

　

日
時
：
5
月
10
日
（

日
）

午
後
1
時
30
分
〜

　

場
所
：
當
麻
図
書
館
2
階

お
は
な
し
の
部
屋

『
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

　

絵　

本
…
お
か
あ
さ
ん
と
あ
か
ち
ゃ
ん

　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

…
ね
ず
み
の
だ
い
り
ょ
こ
う

『
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

　

お　

話
…
き
つ
ね
の
お
も
い
ち
が
い

　

絵　

本
…
し
ず
か
に
！
こ
こ
は

ど
う
ぶ
つ
の
と
し
ょ
か
ん
で
す

★
新
庄
図
書
館

　

日
時
：
5
月
23
日
（

土
）

午
後
2
時

　

場
所
：
新
庄
図
書
館お

は
な
し
の
部
屋

　

お　

話
…
つ
い
で
に
ペ
ロ
リ

　

紙
芝
居
…
た
べ
た
の
だ
あ
れ　

　

う
た
あ
そ
び
…
ウ
ン
ポ
ン
ポ
ン
人
形

　

大
型
絵
本
…
9
9
9
ひ
き
の
き
ょ
う
だ
い

＊
お
は
な
し
が
始
ま
る
と
へ
や
に
入
れ

ま
せ
ん
。
時
間
に
間
に
合
う
よ
う
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

① 俺は、中小企業のおやじ  鈴木修    ●新庄図書館  一般
② 非正社員から正社員になる！ 吉田典史   ●當麻図書館  一般
③ おとなのねこまんま  ねこまんま地位向上委員会 ●新庄図書館  一般
④ 霊眼     中村啓    ●當麻図書館  一般
⑤ 地球のおくりもの   岩合光昭   ●新庄図書館  児童
⑥ 方言と地図    井上史雄   ●新庄図書館  児童
⑦ フシギ病院    板橋雅弘   ●當麻図書館  児童
⑧ 天井に星の輝く   ヨハンナ・ティデル  ●當麻図書館  児童
⑨ ふるるるる    末崎茂樹   ●當麻図書館  児童

★　新着図書のご案内　★
新着図書は、ほかにもいろいろあります。
紙面に限りがありご紹介できませんが、ご来館の上、
ぜひご覧ください。また、ホームページでもご覧いた
だけます。

① ② ③

連続講座 第 4・5・6・回
 参加者募集

おはなし講座
～聞く楽しみと、語る楽しみを経験しましょう～
日　時 ‥① 6月 13 日（土）② 7月 18 日（土）
　　　　③ 9月 19 日（土）
 　午後 2時～ 3時 30 分
　（なるべく 3回連続でお申し込みください）
講　師 ‥中尾　幸 さん（竹の子文庫主宰）
場　所 ‥當麻図書館研修室
対　象 ‥大人

④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

新庄図書館 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4

當麻図書館 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4

は休館日
は整理休館日
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手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
入
門
課
程
）

　

手
話
で
日
常
生
活
の
会
話
が
で
き
る
程

度
の
手
話
奉
仕
員
を
養
成
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
次
の
と
お
り
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
入
門
課
程
を
修
了
さ
れ
た
方

は
、
次
年
度
に
開
催
さ
れ
る
基
礎
課
程
を
、

引
き
続
き
受
講
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

新庄庁舎 ☎（69）3001
當麻庁舎 ☎（48）2811

市役所への市役所への
お問い合わせお問い合わせ

暮暮  

らら  

しし

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

講講  

座座    

等等

第
35
回
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

（
奈
良
県
委
託
事
業
）

　

こ
の
講
座
は
、
聴
覚
障
害
者
の
自
立
支
援

の
た
め
の
情
報
の
保
障
を
担
う
要
約
筆
記

者
の
養
成
講
座
で
す
。

■
開
催
場
所
：

　

奈
良
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

（
田
原
本
町
宮
森
34‒

4
）

 

☎
0
7
4
4
（
33
）
3
3
9
3

■
募
集
人
員
：
手
書
き
コ
ー
ス　
　

30
人 

　
　
　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス　

20
人

■
応
募
条
件
：
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス

　

・
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
込
め
る
こ
と

　

・
1
分
間
に
70
文
字
以
上
入
力
で
き
る
こ
と

■
日　

程
：

各
コ
ー
ス
共
通　

　

6
／
6
、13
、20
、27
、7
／
4
（
各
土
曜
）

　

午
後
2
時
〜
5
時

コ
ー
ス
別

手
書
き
コ
ー
ス
…
7
／
11
、
18
、
8
／
1
、

　

8
、
29
、
9
／
12
、
19
、（
各
土
曜
）

　

午
後
2
時
〜
5
時

　このたび本市に対し、300
万円の寄附をいただきまし
た。

宗教法人　ほんみち　様

　この寄附は、今後の葛城
市のために、大切に使わせ
ていただきます。
　誠にありがとうございま
した。

  

ふ
れ
あ
い
花
教
室

■
内　

容
：「
育
て
よ
う
、
暮
ら
し
を
彩
る
花
と
緑
」

　
　

草
花
、
庭
木
の
育
て
方
、
草
花
の
ガ
ー

　

デ
ニ
ン
グ
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ジ
メ
ン
ト
、

　

家
庭
園
芸
の
基
礎
知
識
を
学
び
ま
す
。

■
開
催
日
：
6
月
〜
平
成
22
年
3
月
の

毎
月
第
3
土
曜
日
（
10
回
）
午
前
中

■
場　

所
：
二
上
山
ふ
る
さ
と
公
園
内 

公
園
館

■
定　

員
：
25
名
程
度
（
定
員
超
過
の
場
合

　

は
抽
選
、
ま
た
申
し
込
み
者
が
少
な
い
場

　

合
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

　

あ
り
ま
す
。）

■
受
講
料
：
無
料
（
実
習
に
と
も
な
う
場

　

合
、
材
料
費
は
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。）

■
対
象
者
：
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方
。

■
申　

込
：
官
製
ハ
ガ
キ
に
教
室
名
・
住
所
・

　

氏
名
・
電
話
番
号
を
書
い
て
左
記
ま
で

■
申
込
締
切
：
5
月
24
日
（
日
）
必
着

◎
詳
し
く
は
、
〒
6
3
9‒
0
2
7
2

　

葛
城
市
新
在
家
4
9
2‒
1
 

二
上
山
ふ
る
さ
と
公
園
内

 
 

公
園
管
理
係　

ま
で

■
対
象
者
：
18
歳
以
上
の
市
内
在
住
、

ま
た
は
在
勤
者

■
開
催
場
所
：
中
央
公
民
館

■
開
催
期
間
（
予
定
）：

　

5
月
15
日
（

金
）

〜
10
月
23
日
（

金
）

ま
で
の

毎
週
金
曜
日
（

8
月
14
日
は
除
く
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
受
講
料
：
無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
は
個
人
負
担
）

■
募
集
定
員
：
20
名

■
募
集
期
限
：
5
月
12
日
（
火
）

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

■
申
込
先
：
社
会
福
祉
課

◎
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で

  
税
の
納
期

　

5
月
は
、
次
の
市
税
が
納
付
月
で
す
。

▼
軽
自
動
車
税　

全
期

　

納
期
限
は
6
月
1
日
（
月
）
で
す
。

　

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
納
期
限
日

が
振
替
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。
預
貯
金
残
高

の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
20
年
分
所
得
証
明
書
の
発
行
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
分
の
所
得
に
関
す
る
証
明
書

（
所
得
、
課
税
、
非
課
税
証
明
書
等
）
は
次

の
日
付
か
ら
の
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

徴
収
区
分

発
行
予
定
日

市
県
民
税

（
特
別
徴
収
：
勤
務
先

の
給
料
等
よ
り
天
引
き

さ
れ
て
い
る
方
）

5
月
11
日（
月
）

市
県
民
税

（
普
通
徴
収
：
右
記
以

外
の
方
）

6
月
2
日（
火
）

　

確
定
申
告
ま
た
は
市
県
民
税
申
告
を
さ

れ
て
い
な
い
方
や
事
業
所
か
ら
給
与
支
払

報
告
書
が
市
役
所
へ
未
提
出
の
方
、
納
税
義

務
者
の
扶
養
者
に
な
っ
て
い
な
い
方
等
、
所

得
に
関
す
る
内
容
に
つ
い
て
当
市
が
把
握

出
来
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
所
得
に
関

す
る
証
明
が
で
き
ま
せ
ん
。
平
成
20
年
中
に

収
入
が
無
い
方
で
も
、
収
入
が
無
い
旨
の
申

告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
税
務
課
・
収
納
課
）
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市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎  ☎（69）3001 ／ 當麻庁舎 ☎（48）2811

●日時　5月 14日（木）第 2木曜日
　　　　午前 9時～正午
　場所　葛城市役所（新庄庁舎）
●日時　5月 21日（木）第 3木曜日
　　　　午前 9時～正午
　場所　忍海集会所
●日時　5月 28日（木）第 4木曜日
　　　　午前 9時～正午
　場所　當麻文化会館
◎申込　不要（先着順）
お問い合わせ／
 人権政策課・総務財政課  
   ☎（69）3001
 社会福祉協議会
  ☎（48）3373

人権・行政・心配ごと相談

●日時　5月 21日（木）第 3木曜日
　　　　午後 1時～ 4時
　場所　葛城市役所（新庄庁舎）
●日時　5月 28日（木）第 4木曜日
　　　　午後 1時～ 4時
　場所　當麻文化会館
◎申込　相談（20 分）は予約制
　になっていますので、秘書課ま
　でお申し込みください。
お問い合わせ／秘書課

法律相談

◎申込　相談は予約面談制（30 分）
　ですので、必ず奈良弁護士会に
　電話で事前予約してください。
＊ 日時・場所等は、電話の際ご確
　認ください。
お問い合わせ／奈良弁護士会
　　　　　　☎ 0742(22)2035

中南和法律相談センタ－法律相談

●日時　5月3日（日）・6月7日（日）
　　　　午前 9時～正午
　場所　當麻文化会館団体交流室
　連絡先　☎（69）2753
●日時　5月 23日（土）
　　　　午後 1時～ 5時
　場所　中央公民館会議室
　連絡先　☎（69）2877
お問い合わせ／上記連絡先

または都市整備課

増改築・耐震無料相談

「架空請求や悪質商法」などの消
費生活に関する相談に応じます。
●日時　5月 11日（月）
　午前 10時～正午・午後 1時～ 4時
　場所　新庄庁舎 2階 202 会議室
●日時　5月18日（月）・25日（月）
　午前 10時～正午・午後 1時～ 4時
　場所　新庄庁舎 2階 202 会議室
お問い合わせ／商工観光課

消費者生活相談

●日時　5月 27日（水）
　受付　午前 10時～ 11時
　場所　新庄健康福祉センター
　内容　血圧測定・尿検査など
※ 健康手帳をお持ちの方はご持参
　ください。
お問い合わせ／健康増進課

健康相談

●日時　5月13日（水）・14日（木）
　受付　午前 10時～ 11時
　場所　當麻保健センター
●日時　5月28日（木）・29日（金）
　受付　午前 10時～ 11時
　場所　新庄健康福祉センター
　内容　血圧測定・尿検査など
※ 身体測定、保健師・管理栄養士に
　よる個別相談
お問い合わせ／健康増進課

乳幼児健康相談

今月の今月の
無料相談無料相談

情　報

パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
…
7
／
25
、
8
／
22
、

　

9
／
19
（
各
土
曜
）
午
後
2
時
〜
5
時

　

7
／
18
、
8
／
1
、
29
（
各
土
曜
）

　

9
／
3
（
日
曜
）
午
前
10
時
〜
午
後
1
時

■
受
講
料
：
無
料

　
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
2
、0
0
0
円
程
度
）

■
申
込
先
：
〒
6
3
6‒

0
0
1
2

　

北
葛
城
郡
王
寺
町
本
町
4
丁
目
15‒

26

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

0
7
4
5
（
72
）
7
4
4
0

　

上
田
牧
子
（

奈
良
県
中
途
失
聴
・
難
聴
者
協
会
）

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　

希
望
コ
ー
ス
を
明
記
の
上
、
は
が
き
ま
た

　

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
締　

切
：
5
月
20
日
（
水
）

◎
詳
し
く
は
、
西
野　

芳
枝

☎
0
7
4
5
（
77
）
7
7
1
2
ま
で

  

個
別
相
談
会

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
方
（
人
工
肛
門
、
人
工

膀
胱
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
）
は
、
い
ろ
い

ろ
な
悩
み
、
苦
労
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
、
一
人
で
閉
じ
こ

も
ら
な
い
で
、
専
門
家
に
、
ま
た
同
憂
の
先

輩
と
相
談
し
て
元
気
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
、
場
所
：

　

①
5
月
19
日
（
火
）
午
前
9
時
〜
正
午

　
　

県
文
化
会
館　

第
1
会
議
室

　
　
（
奈
良
市
登
大
路
町
6‒

2
、

近
鉄
奈
良
駅
下
車
）

　

②
5
月
23
日
（
土
）
午
前
9
時
〜
正
午

　
　

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー　

2
階

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム

　
　
（
橿
原
市
大
久
保
町
3
2
0‒

11
、

近
鉄
畝
傍
御
陵
前
駅
下
車
）

■
相
談
料
：
無
料

■
相
談
員
：
専
門
看
護
師
、
同
憂
の
先
輩

■
対
象
者
：
県
内
在
住
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
方

◎
詳
し
く
は
、（
社
）

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会 

 
 

奈
良
県
支
部
事
務
局

☎
0
7
4
5
（

44
）

2
8
9
0
（

三
上
）

ま
で

  

自
衛
官
等
採
用
の
ご
案
内

　

防
衛
省
で
は
、
幹
部
候
補
生
（

一
般
・
技
術
）

お
よ
び
一
般
曹
候
補
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
幹
部
候
補
生
（
一
般
・
技
術
）

■
応
募
資
格
：
平
成
22
年
4
月
1
日
現
在
、

　

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者　
　
　
　
　

　

た
だ
し
、
22
歳
未
満
の
者
は
大
卒
者

（
卒
業
見
込
者
を
含
む
）

■
受
付
期
間
：
5
月
12
日
（
火
）
ま
で

■
試
験
日
：（
一
次
試
験
）

　

5
月
16
日
（
土
）・
17
日
（
日
）

　

た
だ
し
、
5
月
17
日
は
飛
行
要
員
希
望
者
の
み

●
一
般
曹
候
補
生

■
応
募
資
格
：
平
成
22
年
4
月
1
日
現
在
、

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

　

た
だ
し
、
平
成
22
年
3
月
高
等
学
校
卒
業

　

予
定
者
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
卒
業
予

　

定
者
の
受
付
は
、
文
部
科
学
省
お
よ
び
厚

　

生
労
働
省
か
ら
示
さ
れ
た
期
日
以
降
に

　

実
施
し
ま
す
。

■
受
付
期
間
：
5
月
12
日
（
火
）
ま
で

■
試
験
日
：
5
月
23
日
（
土
）

★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
資
料
閲
覧
・
請
求

が
出
来
ま
す
。

　

自
衛
隊　

奈
良
地
方
協
力
本
部（
P
C
用
）

　

http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/nara/

◎
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
橿
原
地
域
事
務
所

☎
0
7
4
4
（
27
）
9
0
6
0
ま
で

そそ  

のの  

他他



葛
城
市

葛
城
市
ふ
る
さ
と

ふ
る
さ
と
探
訪
探
訪　　

22

『
石
光
寺
』

『
石
光
寺
』

　

二
上
山
の
山
麓
一
帯
に
は
、
四
つ
の
古
代
寺
院
が
点
在
し
て
い

　

二
上
山
の
山
麓
一
帯
に
は
、
四
つ
の
古
代
寺
院
が
点
在
し
て
い

ま
す
。
石
光
寺
も
そ
の
一
つ
で
、
今
か
ら
一
三
五
〇
年
ほ
ど
前
、

ま
す
。
石
光
寺
も
そ
の
一
つ
で
、
今
か
ら
一
三
五
〇
年
ほ
ど
前
、

都
が
ま
だ
藤
原
京
（
現

都
が
ま
だ
藤
原
京
（
現

：：

橿
原
市
、
明
日
香
村
）
に
あ
っ
た
こ
ろ

橿
原
市
、
明
日
香
村
）
に
あ
っ
た
こ
ろ

に
創
ら
れ
、
現
在
ま
で
そ
の
営
み
が
つ
づ
く
由
緒
あ
る
お
寺
で
す
。

に
創
ら
れ
、
現
在
ま
で
そ
の
営
み
が
つ
づ
く
由
緒
あ
る
お
寺
で
す
。

　

天
智
天
皇
の
命
令
に
よ
り
、
光
る
三
つ
の
石
に
仏
像
を
彫
刻
し

　

天
智
天
皇
の
命
令
に
よ
り
、
光
る
三
つ
の
石
に
仏
像
を
彫
刻
し

お
ま
つ
り
し
た
の
が
は
じ
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
、

お
ま
つ
り
し
た
の
が
は
じ
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
、

発
掘
調
査
に
よ
っ
て
日
本
最
古
級
の
石
仏
が
境
内
か
ら
発
見
さ
れ

発
掘
調
査
に
よ
っ
て
日
本
最
古
級
の
石
仏
が
境
内
か
ら
発
見
さ
れ

て
い
て
、現
在
弥
勒
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
の
調
査
で
、

て
い
て
、現
在
弥
勒
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
の
調
査
で
、

石
光
寺
は
明
日
香
地
域
の
古
代
寺
院
に
も
負
け
な
い
威
容
を
誇
っ

石
光
寺
は
明
日
香
地
域
の
古
代
寺
院
に
も
負
け
な
い
威
容
を
誇
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
昨
年
に
は
七
回
目
の
発
掘
調
査

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
昨
年
に
は
七
回
目
の
発
掘
調
査

が
お
こ
な
わ
れ
、
か
つ
て
か
ら
言
わ
れ
て
い
た
と
お
り
塔
が
あ
っ

が
お
こ
な
わ
れ
、
か
つ
て
か
ら
言
わ
れ
て
い
た
と
お
り
塔
が
あ
っ

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
歴
史
博
物
館
）

（
歴
史
博
物
館
）

平成 21年 5月 1日発行
編集・発行　葛城市役所企画部秘書課
　　　　　　〒 639-2195　奈良県葛城市柿本 166番地
　　　　　　☎ 0745（69）3001 ■広報「かつらぎ」は再生紙を使用しています。

　「平城遷都 1300 年祭」を控え、葛
城市も積極的に参加するため、葛城
市に古くからゆかりのある伝説の人
物「中将姫」をイメージした、市初
めての公式マスコットキャラクター
をデビューさせました。地場産業ブ
ランドの PRなどにも積極的に活用
するとともに、市民の共有シンボル
として長く展開し、葛城市の知名度
をあげていきたいと考えています。

4月 22日に、
奈良県知事・せんとくんを表敬訪問

葛
城
市
公
式

葛
城
市
公
式
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

愛
称
募
集

愛
称
募
集

〜〜  

平
成
平
成
のの
中
将
姫

中
将
姫
に
、
か
わ
い
い

に
、
か
わ
い
い
愛
称
愛
称
をを  
〜〜

葛城市公式
マスコットキャラクター

■
応
募
要
領
：
愛
称
は
応
募
者
の

自
作
、
未
発
表
の
も
の
と
し
、
お

一
人
さ
ま
一
点
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

■
応
募
方
法
：

⑴
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た

　

は
応
募
ボ
ッ
ク
ス
（
市
の
施
設

　

に
設
置
）
で
の
応
募

　

①
郵
便
番
号
②
住
所
③
氏
名
④

　

年
齢
⑤
性
別
⑥
電
話
番
号
⑦
愛

　

称
と
そ
の
理
由
を
明
記
の
う
え

　

左
記
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

〒
6
3
9-

2
1
9
7

　
　

葛
城
市
長
尾
85
番
地

　
　
　

葛
城
市
役
所 

商
工
観
光
課

　

☎ 

0
7
4
5
（
48
）
2
8
1
1

　
FAX 

0
7
4
5
（
48
）
3
2
0
0

⑵
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
応
募

　

葛
城
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
入
力

フ
ォ
ー
ム
か
ら
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
　

http://w
w
w
.city.

katsuragi.nara.jp/

■
募
集
期
間
：
6
月
1
日
（

月
）

ま
で

（
ハ
ガ
キ
の
場
合
は
6
月
1
日
必

着
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
応
募
ボ
ッ
ク
ス
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
応
募
の
場

合
は
6
月
1
日
午
後
5
時
ま
で
）

■
応
募
資
格
：
国
籍
、
性
別
、
年

齢
に
関
係
な
く
ど
な
た
で
も
ご
応

募
い
た
だ
け
ま
す
。

■
審
査
方
法
：
⑴
選
定
委
員
会
に

よ
る
審
査
の
う
え
、
最
優
秀
賞
１

点
を
決
定
し
ま
す
。

⑵
同
じ
愛
称
に
複
数
の
応
募
が
あ
っ

た
場
合
は
抽
選
で
１
名
さ
ま
を
最
優

秀
賞
に
決
定
し
ま
す
。

■
表
彰
：
最
優
秀
賞
に
は
3
万
円

相
当
の
、
ま
た
参
加
賞
と
し
て
全

応
募
者
の
な
か
か
ら
抽
選
で
10
名

さ
ま
に
5
千
円
相
当
の
商
品
券
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

■
著
作
権
：
採
用
さ
れ
た
愛
称
の

著
作
権
、
商
標
権
、
そ
の
他
一
切

の
権
利
は
葛
城
市
に
帰
属
す
る
も

の
と
し
ま
す
。
採
用
さ
れ
た
愛
称

は
葛
城
市
お
よ
び
葛
城
市
が
使
用

を
認
め
た
個
人
・
団
体
等
が
広
報

宣
伝
、
関
連
商
品
な
ど
に
、
応
募

者
の
承
諾
を
得
る
こ
と
な
く
使
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
個
人
情
報
：
応
募
に
際
し
て
記

載
さ
れ
た
個
人
情
報
は
葛
城
市
公

式
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
愛

称
募
集
の
み
に
使
用
し
、
応
募
終

了
後
は
破
棄
し
ま
す
。

■
発
表
：
６
月
下
旬
頃
を
目
途
に

発
表
し
ま
す
。
発
表
時
に
は
最
優

秀
賞
受
賞
者
の
住
所
（
市
区
町
村

ま
で
）
と
お
名
前
を
公
表
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
ま
で


